
柳
田
国
男
監
修
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
単
元
「
古
文
入
門
」
を
め
ぐ
っ
て

佐
野

比
呂
己

・

佐
野

理
美

１

は
じ
め
に

本
稿
は
、
柳
田
国
男
監
修
検
定
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
（
以
下
「
柳

田
高
校
国
語
教
科
書
」
と
略
す
）
に
お
け
る
単
元
「
古
文
入
門
」
の
構
成
を

提
示
し
、
そ
の
特
徴
、
学
習
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
の
単
元
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
第
一
学
年
・
上
巻
）

一
、
随
筆
・
随
想

二
、
生
活
と
記
録

三
、
小
説

四
、
古
文
入
門

五
、
紀
行

（
第
一
学
年
・
下
巻
）

六
、
学
問
へ
の
道

七
、
古
典
（
中
世
）

八
、
文
章
の
筋
道

九
、
劇

十
、
言
語
と
社
会

（
第
二
学
年
・
上
巻
）

一
、
読
書

二
、
事
実
と
記
録

三
、
表
現

四
、
口
語
と
口
語
文

五
、
書
簡
・
書
状

（
第
二
学
年
・
下
巻
）

六
、
詩

七
、
古
典
（
上
代
一
）

八
、
論
述

九
、
翻
訳

十
、
文
章
の
あ
け
ぼ
の

（
第
三
学
年
・
上
巻
）

一
、
近
代
文
学

二
、
古
典
（
上
代
二
）

三
、
国
語
の
性
質

四
、
批
評
す
る
心

五
、
論
説
と
討
論

（
第
三
学
年
・
下
巻
）

六
、
人
と
こ
と
ば

七
、
古
典
（
近
世
）

八
、
国
語
の
歴
史

九
、
外
国
の
文
学

十
、
学
問
す
る
心

国
語
の
将
来

柳
田
国
男

井
上
敏
雄
は
、
単
元
構
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

古
文
や
古
典
教
材
が
計
画
的
に
す
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
学
年
『
古
文
入
門
』『
古
典
（
中
世
）
』
、
二
学
年
『
口
語
と
口
語
文
』

『
古
典
（
上
代
一
）
』
、
三
学
年
『
古
典
（
上
代
二
）
』『
古
典
（
近
世
）
』
と

な
っ
て
い
る
。

(1)

本
稿
で
扱
う
単
元
「
古
文
入
門
」
は
第
一
学
年
第
四
単
元
に
あ
た
る
。

稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
第
一
単
元
「
随
筆
・
随
想
」
、
第
二
単
元
「
生
活
と
記
録

(2)

」
、
第
三
単
元
「
小
説
」
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
単
元
の
連
続
性
、
他
単
元

(3)

(4)

と
の
関
連
か
ら
考
察
し
て
い
く
。

２

単
元
「
古
文
入
門
」
に
つ
い
て

単
元
「
古
文
入
門
」
の
ね
ら
い
、
位
置
づ
け
、
特
徴
等
を
教
師
用
指
導
書(5)

の
記
述
を
も
と
に
確
認
し
て
い
く
。

単
元
「
古
文
入
門
」
の「
単
元
設
定
の
理
由
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
記
が

あ
る
。

高
等
学
校
に
お
け
る
読
み
の
生
活
は
、
単
に
、
空
間
的
に
拡
大
す

る
だ
け
で
な
く
、
時
間
的
に
も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
自
然
要
求
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
読
み
の
時
間
的
な
拡
大
と
い
う
時
に
は
、

当
然
、
言
語
障
害
と
い
う
壁
に
行
き
あ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
生
徒

は
中
学
校
に
お
い
て
も
、
多
少
の
文
語
文
に
は
触
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
そ
の
読
書
経
験
は
決
し
て
過
大
に
評
価
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
文
語
文
を
読
み
解
く
と
い
う
こ
と
は
、
よ
う
や
く

高
等
学
校
に
お
い
て
初
め
て
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
る
と
い
っ
て
い
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
正
し
く
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
多
少
の
配
慮
が
必

要
に
な
ろ
う
。

(6)

こ
れ
ま
で
、「
随
筆
・
随
想
」「
生
活
と
記
録
」「
小
説
」
と
三
つ
の
単
元
の

学
習
を
通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
種
に
触
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
章

で
は
日
本
各
地
を
舞
台
に
し
た
り
、
日
本
各
地
の
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
り
し
て
い
た
。
日
本
だ
け
に
は
及
ば
ず
、
海
外
に
も
話
題
が
及
ん
で
い
る
。

時
間
的
な
広
が
り
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
例
え
ば
、「
大
蛇
・
小
蛇
」
（
片
山

広
子
）
で
は
蛇
に
ま
つ
わ
る
古
今
の
話
題
や
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
（
三
淵
忠

彦
）
で
は
昔
の
奉
行
の
話
題
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
事
柄
と
し
て
は
時
間
的

な
広
が
り
を
意
識
さ
せ
る
教
材
も
散
見
さ
れ
る
。

一
方
で
、
時
間
的
な
隔
た
り
の
あ
る
古
文
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
初
め
て
扱

う
こ
と
に
な
る
。
高
校
当
学
校
に
お
け
る
言
語
生
活
で
は
古
文
を
読
む
こ

と
が「
自
然
要
求
」
さ
れ
る
と
あ
る
か
ら
、
古
文
を
読
む
こ
と
、
学
ぶ
こ
と

は
自
明
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は「
言
語
障
害
と
い
う
壁
」
で
あ
る
。
要
す
る
に

口
語
と
文
語
の
差
が
問
題
と
な
る
。
古
文
を
読
む
た
め
に
は
文
語
を
理
解

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
、

「
文
語
文
を
読
み
解
く
と
い
う
こ
と
は
、
よ
う
や
く
高
等
学
校
に
お
い
て

初
め
て
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
古

文
、
文
語
文
を
学
ぶ
と
い
う
認
識
に
あ
る
。
中
学
校
で
も
、
古
文
、
文
語
文

（16）



柳
田
国
男
監
修
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
単
元
「
古
文
入
門
」
を
め
ぐ
っ
て

佐
野

比
呂
己

・

佐
野

理
美

１

は
じ
め
に

本
稿
は
、
柳
田
国
男
監
修
検
定
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
（
以
下
「
柳

田
高
校
国
語
教
科
書
」
と
略
す
）
に
お
け
る
単
元
「
古
文
入
門
」
の
構
成
を

提
示
し
、
そ
の
特
徴
、
学
習
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
の
単
元
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
第
一
学
年
・
上
巻
）

一
、
随
筆
・
随
想

二
、
生
活
と
記
録

三
、
小
説

四
、
古
文
入
門

五
、
紀
行

（
第
一
学
年
・
下
巻
）

六
、
学
問
へ
の
道

七
、
古
典
（
中
世
）

八
、
文
章
の
筋
道

九
、
劇

十
、
言
語
と
社
会

（
第
二
学
年
・
上
巻
）

一
、
読
書

二
、
事
実
と
記
録

三
、
表
現

四
、
口
語
と
口
語
文

五
、
書
簡
・
書
状

（
第
二
学
年
・
下
巻
）

六
、
詩

七
、
古
典
（
上
代
一
）

八
、
論
述

九
、
翻
訳

十
、
文
章
の
あ
け
ぼ
の

（
第
三
学
年
・
上
巻
）

一
、
近
代
文
学

二
、
古
典
（
上
代
二
）

三
、
国
語
の
性
質

四
、
批
評
す
る
心

五
、
論
説
と
討
論

（
第
三
学
年
・
下
巻
）

六
、
人
と
こ
と
ば

七
、
古
典
（
近
世
）

八
、
国
語
の
歴
史

九
、
外
国
の
文
学

十
、
学
問
す
る
心

国
語
の
将
来

柳
田
国
男

井
上
敏
雄
は
、
単
元
構
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

古
文
や
古
典
教
材
が
計
画
的
に
す
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
学
年
『
古
文
入
門
』『
古
典
（
中
世
）
』
、
二
学
年
『
口
語
と
口
語
文
』

『
古
典
（
上
代
一
）
』
、
三
学
年
『
古
典
（
上
代
二
）
』『
古
典
（
近
世
）
』
と

な
っ
て
い
る
。

(1)

本
稿
で
扱
う
単
元
「
古
文
入
門
」
は
第
一
学
年
第
四
単
元
に
あ
た
る
。

稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
第
一
単
元
「
随
筆
・
随
想
」
、
第
二
単
元
「
生
活
と
記
録

(2)

」
、
第
三
単
元
「
小
説
」
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
単
元
の
連
続
性
、
他
単
元

(3)

(4)

と
の
関
連
か
ら
考
察
し
て
い
く
。

２

単
元
「
古
文
入
門
」
に
つ
い
て

単
元
「
古
文
入
門
」
の
ね
ら
い
、
位
置
づ
け
、
特
徴
等
を
教
師
用
指
導
書(5)

の
記
述
を
も
と
に
確
認
し
て
い
く
。

単
元
「
古
文
入
門
」
の「
単
元
設
定
の
理
由
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
記
が

あ
る
。

高
等
学
校
に
お
け
る
読
み
の
生
活
は
、
単
に
、
空
間
的
に
拡
大
す

る
だ
け
で
な
く
、
時
間
的
に
も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
自
然
要
求
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
読
み
の
時
間
的
な
拡
大
と
い
う
時
に
は
、

当
然
、
言
語
障
害
と
い
う
壁
に
行
き
あ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
生
徒

は
中
学
校
に
お
い
て
も
、
多
少
の
文
語
文
に
は
触
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
そ
の
読
書
経
験
は
決
し
て
過
大
に
評
価
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
文
語
文
を
読
み
解
く
と
い
う
こ
と
は
、
よ
う
や
く

高
等
学
校
に
お
い
て
初
め
て
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
る
と
い
っ
て
い
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
正
し
く
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
多
少
の
配
慮
が
必

要
に
な
ろ
う
。

(6)

こ
れ
ま
で
、「
随
筆
・
随
想
」「
生
活
と
記
録
」「
小
説
」
と
三
つ
の
単
元
の

学
習
を
通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
種
に
触
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
章

で
は
日
本
各
地
を
舞
台
に
し
た
り
、
日
本
各
地
の
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
り
し
て
い
た
。
日
本
だ
け
に
は
及
ば
ず
、
海
外
に
も
話
題
が
及
ん
で
い
る
。

時
間
的
な
広
が
り
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
例
え
ば
、「
大
蛇
・
小
蛇
」
（
片
山

広
子
）
で
は
蛇
に
ま
つ
わ
る
古
今
の
話
題
や
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
（
三
淵
忠

彦
）
で
は
昔
の
奉
行
の
話
題
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
事
柄
と
し
て
は
時
間
的

な
広
が
り
を
意
識
さ
せ
る
教
材
も
散
見
さ
れ
る
。

一
方
で
、
時
間
的
な
隔
た
り
の
あ
る
古
文
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
初
め
て
扱

う
こ
と
に
な
る
。
高
校
当
学
校
に
お
け
る
言
語
生
活
で
は
古
文
を
読
む
こ

と
が「
自
然
要
求
」
さ
れ
る
と
あ
る
か
ら
、
古
文
を
読
む
こ
と
、
学
ぶ
こ
と

は
自
明
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は「
言
語
障
害
と
い
う
壁
」
で
あ
る
。
要
す
る
に

口
語
と
文
語
の
差
が
問
題
と
な
る
。
古
文
を
読
む
た
め
に
は
文
語
を
理
解

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
、

「
文
語
文
を
読
み
解
く
と
い
う
こ
と
は
、
よ
う
や
く
高
等
学
校
に
お
い
て

初
め
て
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
古

文
、
文
語
文
を
学
ぶ
と
い
う
認
識
に
あ
る
。
中
学
校
で
も
、
古
文
、
文
語
文

（17）



を
学
ん
で
は
い
る
が
触
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
、
高
等
学
校
か

ら
「
正
し
く
」
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
配
慮
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
正

し
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

戦
前
の
国
語
教
育
は
、
そ
の
精
力
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
古
文
を
読

む
こ
と
に
費
や
し
、
現
代
の
言
語
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
い
わ
ば

古
文
の
読
解
に
終
始
す
る
と
い
う
感
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も

な
く
誤
り
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
再
び
古
文
偏
重

の
国
語
教
育
へ
逆
も
ど
り
す
る
愚
を
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
ど
こ

ま
で
も
現
代
の
言
語
生
活
の
充
実
が
主
眼
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
面
に
お
い
て
、
い
た
ず
ら
に
古
文
と
の
間
に

断
層
を
設
け
る
こ
と
も
ま
た
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
生
徒
の
読
み
が
自
然
の
ひ
ろ
が
り
と
し
て
、
古
文
へ
及
ぶ
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(7)

戦
前
の
古
文
偏
重
の
国
語
教
育
を
批
判
す
る
。
国
語
教
育
の
主
眼
は
言

語
生
活
の
充
実
に
あ
る
と
し
、
古
文
の
読
解
に
終
始
す
る
こ
と
を
問
題
視

す
る
の
で
あ
る
。
古
文
偏
重
の
国
語
教
育
は
言
語
生
活
と
の
断
層
を
う
み
、

古
文
を
学
ぶ
、
古
文
で
学
ぶ
、
古
文
に
学
ぶ
こ
と
に
至
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

古
文
の
学
び
を
「
正
し
く
」
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
古
文
を
読
む
と
い
う
行

為
に
自
然
と
広
が
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
自
然
と
広
が
る
た
め
に
柳
田
高

校
国
語
科
教
科
書
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
施
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
教
科
書
で
も
、
今
ま
で
に
す
で
に
、
た
と
え
ば
、「
か
み
な
り
さ
ま

談
義
」
（
東
条
操
）
、「
本
邦
に
お
け
る
賃
仕
事
」
（
渋
沢
敬
三
）
な
ど
で
、

自
然
古
文
に
触
れ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

特
に「
古
文
入
門
」
と
い
う
単
元
を
設
定
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
一
連
の

文
語
文
と
口
語
文
と
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
文
語
文
を
読
解

す
る
際
の
主
要
な
着
眼
を
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い
の
か
を
悟
ら
せ
て
、
今

後
の
読
書
生
活
拡
充
の
助
け
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

(8)

古
文
を
読
む
こ
と
に
自
然
と
広
が
る
工
夫
と
し
て
、
原
文
の
中
に
古
文
、

文
語
文
を
組
み
入
れ
た
教
材
を
配
置
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
古
文

に
触
れ
る
機
会
を
設
定
し
て
い
る
。
既
習
の
教
材
で
は
、
次
の
よ
う
な
古
文

が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
大
蛇
・
小
蛇
」
（
片
山
広
子
）

「
日
本
書
紀
」

旧
約
聖
書

「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
（
東
条
操
）

「
万
葉
集
」「
和
名
類
聚
鈔
」「
新
編
常
陸
国
誌
」

「
本
邦
に
お
け
る
賃
仕
事
」
（
渋
沢
敬
三
）

「
守
貞
漫
稿
」

単
元
「
古
文
入
門
」
を
設
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
に
整
理
で

き
る
。①

文
語
文
と
口
語
文
と
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
悟
ら
せ
る
。

②

文
語
文
を
読
解
す
る
際
の
主
要
な
着
眼
を
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い

の
か
を
悟
ら
せ
る
。

③

今
後
の
読
書
生
活
拡
充
の
助
け
と
し
よ
う
と
す
る
。

「
理
解
さ
せ
る
」
わ
け
で
は
な
く
、「
悟
ら
せ
る
」
と
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

入
門
期
の
古
文
学
習
で
は
、
ま
ず
は「
悟
ら
せ
る
」
段
階
か
ら
始
め
る
と
い

う
の
だ
。
そ
の
上
で
、
学
習
者
が
古
文
に
興
味
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
今
後

の
読
書
生
活
拡
充
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
だ
。

教
材
と
し
て
の
文
語
文
を
与
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
で
き
る

だ
け
言
語
障
害
を
取
り
除
い
て
、
生
徒
に
親
し
み
や
す
い
も
の
に
す

る
と
い
う
配
慮
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
教
科
書
で

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
注
を
加
え
る
と
と
も
に
、
文
語
文
入
門
期
の

段
階
に
お
い
て
は
、
文
節
を
基
準
と
し
て
分
か
ち
書
き
す
る
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
こ
の
単
元
の
構
成
に
あ
た
っ
て
、
は
じ
め
に
国
木
田
独
歩
の

短
編
二
編
を
あ
げ
、
こ
れ
に
口
語
訳
を
配
し
て
、
文
語
文
と
口
語
文

の
全
般
的
な
対
比
を
な
し
、
そ
こ
か
ら
文
語
文
の
一
般
的
な
特
徴
を

抽
出
し
て
く
る
よ
う
に
導
き
、
次
い
で
土
井
晩
翠
の
詩
を
題
材
と
し

て
文
語
用
言
の
活
用
の
一
斑
に
触
れ
さ
せ
、
続
い
て
近
世
和
歌
を
用

い
て
係
り
結
び
と
接
続
の
大
要
を
把
握
さ
せ
、
最
後
の「
つ
れ
づ
れ

草
」
で
は
、
文
語
文
読
解
の
ド
リ
ル
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
ま
た
必
要

に
応
じ
て
巻
末
の
付
録
を
利
用
せ
ら
れ
る
こ
と
も
、
い
っ
そ
う
効
果
を

増
す
こ
と
と
思
う
が
、
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
一
気
に
品

詞
論
的
に
あ
ま
り
深
入
り
す
る
こ
と
は
避
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
語
文
に
あ
る
程
度
の
親
し
み
を
持
た
せ
る
と
い

う
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
、
た
と
え
ば
「
江
漢
西
遊

日
記
」「
東
遊
雑
記
」
な
ど
で
、
自
然
と
次
第
に
文
語
文
読
解
の
経
験

を
重
ね
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(9)

単
元
「
古
文
入
門
」
で
の
学
び
の
主
眼
は
、
古
文
、
文
語
文
に
親
し
み
を

持
た
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
は「
言
語
障
害
」
を
取
り
除

く
必
要
が
あ
る
と
し
、
教
材
に
は
次
の
よ
う
な
工
夫
を
加
え
て
い
る
。

①

で
き
る
だ
け
多
く
注
を
加
え
る
。

②

文
節
を
基
準
と
し
て
分
か
ち
書
き
す
る
。

加
え
て
、
単
元
構
成
に
も
工
夫
を
加
え
た
と
し
て
い
る
。

最
初
の
国
木
田
独
歩
の
短
編
二
編
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
原
文
と
口
語

訳
文
を
対
照
し
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
文
語
文
の
特
徴
を
抽
出
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
次
の
土
井
晩
翠
の
詩
教
材
に
つ
い
て
は
、
文
語
に

お
か
け
る
用
言
の
活
用
の
一
部
に
触
れ
さ
せ
る
。
続
く
、
近
世
和
歌
教
材

に
つ
い
て
は
、
係
り
結
び
と
接
続
の
大
要
を
把
握
さ
せ
、
最
後
の「
つ
れ
づ
れ

草
」
で
は
、
文
語
文
読
解
の
ド
リ
ル
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

授
業
に
際
し
、
必
要
に
応
じ
て
巻
末
の
付
録
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
も

言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
単
元
「
古
文
入
門
」
は
、
古
文
、
文
語
文
に
親
し

み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

文
法
事
項
に
深
入
り
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

次
の
単
元
「
紀
行
」
で
は「
江
漢
西
遊
日
記
」
（
司
馬
江
漢
）「
東
遊
雑
記
」

（
古
川
古
松
軒
）
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
二
編
と
も
江

戸
期
の
成
立
で
あ
り
、「
言
語
障
害
」
の
壁
も
高
く
な
く
読
み
や
す
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
古
文
、
文
語
文
教
材
の
配
置
が
連
続
し
て
お
り
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
文
語
文
読
解
の
経
験
を
重
ね
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
単
元
「
古
文
入
門
」
で
の
単
元
目
標
を
確
認
す
る
。

１

文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い
た
い
の
違
い
を
見
分
け
る
。

２

簡
単
な
文
語
文
を
通
読
し
て
、
だ
い
た
い
の
意
味
を
と
ら
え
る
。

（18）



を
学
ん
で
は
い
る
が
触
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
、
高
等
学
校
か

ら
「
正
し
く
」
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
配
慮
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
正

し
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

戦
前
の
国
語
教
育
は
、
そ
の
精
力
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
古
文
を
読

む
こ
と
に
費
や
し
、
現
代
の
言
語
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
い
わ
ば

古
文
の
読
解
に
終
始
す
る
と
い
う
感
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も

な
く
誤
り
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
再
び
古
文
偏
重

の
国
語
教
育
へ
逆
も
ど
り
す
る
愚
を
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
ど
こ

ま
で
も
現
代
の
言
語
生
活
の
充
実
が
主
眼
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
面
に
お
い
て
、
い
た
ず
ら
に
古
文
と
の
間
に

断
層
を
設
け
る
こ
と
も
ま
た
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
生
徒
の
読
み
が
自
然
の
ひ
ろ
が
り
と
し
て
、
古
文
へ
及
ぶ
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(7)

戦
前
の
古
文
偏
重
の
国
語
教
育
を
批
判
す
る
。
国
語
教
育
の
主
眼
は
言

語
生
活
の
充
実
に
あ
る
と
し
、
古
文
の
読
解
に
終
始
す
る
こ
と
を
問
題
視

す
る
の
で
あ
る
。
古
文
偏
重
の
国
語
教
育
は
言
語
生
活
と
の
断
層
を
う
み
、

古
文
を
学
ぶ
、
古
文
で
学
ぶ
、
古
文
に
学
ぶ
こ
と
に
至
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

古
文
の
学
び
を
「
正
し
く
」
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
古
文
を
読
む
と
い
う
行

為
に
自
然
と
広
が
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
自
然
と
広
が
る
た
め
に
柳
田
高

校
国
語
科
教
科
書
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
施
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
教
科
書
で
も
、
今
ま
で
に
す
で
に
、
た
と
え
ば
、「
か
み
な
り
さ
ま

談
義
」
（
東
条
操
）
、「
本
邦
に
お
け
る
賃
仕
事
」
（
渋
沢
敬
三
）
な
ど
で
、

自
然
古
文
に
触
れ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

特
に「
古
文
入
門
」
と
い
う
単
元
を
設
定
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
一
連
の

文
語
文
と
口
語
文
と
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
文
語
文
を
読
解

す
る
際
の
主
要
な
着
眼
を
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い
の
か
を
悟
ら
せ
て
、
今

後
の
読
書
生
活
拡
充
の
助
け
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

(8)

古
文
を
読
む
こ
と
に
自
然
と
広
が
る
工
夫
と
し
て
、
原
文
の
中
に
古
文
、

文
語
文
を
組
み
入
れ
た
教
材
を
配
置
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
古
文

に
触
れ
る
機
会
を
設
定
し
て
い
る
。
既
習
の
教
材
で
は
、
次
の
よ
う
な
古
文

が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
大
蛇
・
小
蛇
」
（
片
山
広
子
）

「
日
本
書
紀
」

旧
約
聖
書

「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
（
東
条
操
）

「
万
葉
集
」「
和
名
類
聚
鈔
」「
新
編
常
陸
国
誌
」

「
本
邦
に
お
け
る
賃
仕
事
」
（
渋
沢
敬
三
）

「
守
貞
漫
稿
」

単
元
「
古
文
入
門
」
を
設
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
に
整
理
で

き
る
。①

文
語
文
と
口
語
文
と
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
悟
ら
せ
る
。

②

文
語
文
を
読
解
す
る
際
の
主
要
な
着
眼
を
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い

の
か
を
悟
ら
せ
る
。

③

今
後
の
読
書
生
活
拡
充
の
助
け
と
し
よ
う
と
す
る
。

「
理
解
さ
せ
る
」
わ
け
で
は
な
く
、「
悟
ら
せ
る
」
と
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

入
門
期
の
古
文
学
習
で
は
、
ま
ず
は「
悟
ら
せ
る
」
段
階
か
ら
始
め
る
と
い

う
の
だ
。
そ
の
上
で
、
学
習
者
が
古
文
に
興
味
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
今
後

の
読
書
生
活
拡
充
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
だ
。

教
材
と
し
て
の
文
語
文
を
与
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
で
き
る

だ
け
言
語
障
害
を
取
り
除
い
て
、
生
徒
に
親
し
み
や
す
い
も
の
に
す

る
と
い
う
配
慮
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
教
科
書
で

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
注
を
加
え
る
と
と
も
に
、
文
語
文
入
門
期
の

段
階
に
お
い
て
は
、
文
節
を
基
準
と
し
て
分
か
ち
書
き
す
る
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
こ
の
単
元
の
構
成
に
あ
た
っ
て
、
は
じ
め
に
国
木
田
独
歩
の

短
編
二
編
を
あ
げ
、
こ
れ
に
口
語
訳
を
配
し
て
、
文
語
文
と
口
語
文

の
全
般
的
な
対
比
を
な
し
、
そ
こ
か
ら
文
語
文
の
一
般
的
な
特
徴
を

抽
出
し
て
く
る
よ
う
に
導
き
、
次
い
で
土
井
晩
翠
の
詩
を
題
材
と
し

て
文
語
用
言
の
活
用
の
一
斑
に
触
れ
さ
せ
、
続
い
て
近
世
和
歌
を
用

い
て
係
り
結
び
と
接
続
の
大
要
を
把
握
さ
せ
、
最
後
の「
つ
れ
づ
れ

草
」
で
は
、
文
語
文
読
解
の
ド
リ
ル
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
ま
た
必
要

に
応
じ
て
巻
末
の
付
録
を
利
用
せ
ら
れ
る
こ
と
も
、
い
っ
そ
う
効
果
を

増
す
こ
と
と
思
う
が
、
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
一
気
に
品

詞
論
的
に
あ
ま
り
深
入
り
す
る
こ
と
は
避
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
語
文
に
あ
る
程
度
の
親
し
み
を
持
た
せ
る
と
い

う
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
、
た
と
え
ば
「
江
漢
西
遊

日
記
」「
東
遊
雑
記
」
な
ど
で
、
自
然
と
次
第
に
文
語
文
読
解
の
経
験

を
重
ね
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(9)

単
元
「
古
文
入
門
」
で
の
学
び
の
主
眼
は
、
古
文
、
文
語
文
に
親
し
み
を

持
た
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
は「
言
語
障
害
」
を
取
り
除

く
必
要
が
あ
る
と
し
、
教
材
に
は
次
の
よ
う
な
工
夫
を
加
え
て
い
る
。

①

で
き
る
だ
け
多
く
注
を
加
え
る
。

②

文
節
を
基
準
と
し
て
分
か
ち
書
き
す
る
。

加
え
て
、
単
元
構
成
に
も
工
夫
を
加
え
た
と
し
て
い
る
。

最
初
の
国
木
田
独
歩
の
短
編
二
編
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
原
文
と
口
語

訳
文
を
対
照
し
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
文
語
文
の
特
徴
を
抽
出
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
次
の
土
井
晩
翠
の
詩
教
材
に
つ
い
て
は
、
文
語
に

お
か
け
る
用
言
の
活
用
の
一
部
に
触
れ
さ
せ
る
。
続
く
、
近
世
和
歌
教
材

に
つ
い
て
は
、
係
り
結
び
と
接
続
の
大
要
を
把
握
さ
せ
、
最
後
の「
つ
れ
づ
れ

草
」
で
は
、
文
語
文
読
解
の
ド
リ
ル
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

授
業
に
際
し
、
必
要
に
応
じ
て
巻
末
の
付
録
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
も

言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
単
元
「
古
文
入
門
」
は
、
古
文
、
文
語
文
に
親
し

み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

文
法
事
項
に
深
入
り
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

次
の
単
元
「
紀
行
」
で
は「
江
漢
西
遊
日
記
」
（
司
馬
江
漢
）「
東
遊
雑
記
」

（
古
川
古
松
軒
）
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
二
編
と
も
江

戸
期
の
成
立
で
あ
り
、「
言
語
障
害
」
の
壁
も
高
く
な
く
読
み
や
す
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
古
文
、
文
語
文
教
材
の
配
置
が
連
続
し
て
お
り
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
文
語
文
読
解
の
経
験
を
重
ね
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
単
元
「
古
文
入
門
」
で
の
単
元
目
標
を
確
認
す
る
。

１

文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い
た
い
の
違
い
を
見
分
け
る
。

２

簡
単
な
文
語
文
を
通
読
し
て
、
だ
い
た
い
の
意
味
を
と
ら
え
る
。

（19）
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文
語
の
文
章
の
構
造
や
文
語
用
言
の
一
斑
に
触
れ
る
。

(10)

単
元
全
体
を
通
し
て
、
こ
の
三
つ
の
目
標
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
古
文
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
点
で
あ
る
。「
だ
い
た
い
の
」「
一
斑
に
」
と
い
っ
た
修
飾
語
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
文
法
事
項
等
の
理
解
に
深
入
り
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

１
は
独
歩
の
短
編
で
は
、
上
段
に
原
文
、
下
段
に
口
語
訳
文
を
配
し
て
い

る
。
原
文
と
口
語
訳
文
を
対
照
し
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
違
い
を
認

識
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
表
記
、
語
、
文
法
等
か
ら
相
違
を
見
分
け
さ
せ
た
い
。

独
歩
の
短
編
以
外
は
口
語
訳
文
は
配
さ
れ
て
い
な
い
。
２
は
注
を
参
照

し
な
が
ら
大
ま
か
な
意
味
を
と
ら
え
さ
せ
る
と
い
う
目
標
で
あ
る
。
読
書

生
活
の
拡
充
の
観
点
か
ら
も
大
ま
か
な
意
味
を
と
ら
え
な
が
ら
文
章
を
読

む
と
い
う
こ
と
は
意
義
の
あ
る
試
み
で
あ
る
。
正
確
に
理
解
し
な
が
ら
読
む

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
大
ま
か
に
読
み
概
要
を
つ
か
み
、
興
味

を
持
っ
た
文
章
に
つ
い
て
は
精
読
し
て
い
く
と
い
う
の
も
読
書
の
一
つ
の
方
法

で
あ
る
。

古
文
学
習
に
お
い
て
は
、
文
法
事
項
の
理
解
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う

批
判
が
多
く
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
３
で
は
、
文
法
事
項
の
学

習
に
つ
い
て
は「
一
斑
に
触
れ
る
」
と
し
て
い
る
。「
理
解
す
る
」
の
で
は
な
く

「
触
れ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
方
で
、
単
元
「
古
文
入
門
」
で
は
音
読
に
関
す
る
項
目
が
確
認
で
き
な

い
。
古
文
学
習
入
門
期
に
お
い
て
、
音
読
は
古
文
に
慣
れ
る
た
め
に
重
要
な

要
素
で
あ
る
。
音
読
を
通
し
て
、
感
覚
的
に
も
口
語
文
と
の
相
違
、
大
ま
か

な
意
味
な
ど
を
「
悟
ら
せ
」
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
音
読
に
つ
い
て
は
自
明
の

こ
と
で
あ
り
、
割
愛
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３

単
元
「
古
文
入
門
」
の
教
材
に
つ
い
て

単
元
「
古
文
入
門
」
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
て
い
る
。

一
、
文
語
文
と
口
語
文

ふ
た
り
の

旅
人
（
国
木
田
独
歩
）

路
傍
の

梅
（
国
木
田
独
歩
）

二
、
用
言
の
活
用

夜
（
土
井
晩
翠
）

三
、
係
り
結
び
と
接
続

木
下
幸
文

平
賀
元
義

加
藤
千
蔭

上
田
秋
成

賀
茂
真
淵

良
寬

本
居
宣
長

橘
曙
覧

野
村
望
東
尼

香
川
景
樹

平
田
篤
胤

大
隈
言
道

四
、
つ
れ
づ
れ
草

吉
田
兼
好

家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
（
第
十
段
）

雪
の
お
も
し
ろ
う
降
り
た
り
し
朝
（
第
三
十
一
段
）

仁
和
寺
に
あ
る
法
師
（
第
五
十
二
段
）

世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と
（
第
七
十
三
段
）

奥
山
に
ね
こ
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
（
第
八
十
九
段
）

あ
る
人
、
弓
射
る
事
を
習
ふ
に
（
第
九
十
二
段
）

相
模
守
時
頼
の
母
は
（
第
百
八
十
四
段
）

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

ア

教
材
数
が
多
い
。

イ

一
、
二
、
三
は
タ
イ
ト
ル
が
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ア

教
材
数
が
多
い
。

一
で
は
二
編
、
二
で
は
一
編
、
三
で
は
十
二
編
、
四
で
は
七
編
と
、
単
元

「
古
文
入
門
」
で
は
二
十
二
編
も
の
教
材
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
古

文
、
文
語
文
に
触
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
親
し
み
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。イ

一
、
二
、
三
は
タ
イ
ト
ル
が
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
タ
イ
ト
ル
は
教
材
名
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。
例
外
は
単
元
「
古
文
入
門
」
の
み
で
あ
る
。

一
で
は「
文
語
文
と
口
語
文
」
、
二
で
は「
用
言
の
活
用
」
、
三
で
は「
係
り
結

び
と
接
続
」
と
学
習
内
容
が
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
学
習
者
は
教
材
を

読
む
の
で
は
な
く
、
教
材
で
学
習
内
容
を
学
ぶ
と
い
う
意
識
が
自
然
と
う

ま
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
、
文
語
文
と
口
語
文

国
木
田
独
歩
の
短
編
「
ふ
た
り
の

旅
人
」「
路
傍
の

梅
」
の
二
編
が
所
収

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は「
詩
想
」
の
中
に
あ
る
作
品
で
あ
る
。「
詩
想
」
は

「
丘
の
白
雲
」「
ふ
た
り
の
旅
客
」「
膄
土
」「
路
傍
の
梅
の
」
四
編
か
ら
な
り
、

二
編
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
詩
想
」
は『
家
庭
雑
誌
』
明
治
三
十
一
年

(11)

（
一
八
九
八
）
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
後
に
作
品
集
『
武
蔵
野
』
（
民
友
社

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

教
材
文
に
続
い
て
、
文
語
文
と
口
語
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

右
に
掲
げ
た
上
下
の
文
章
は
、
上
段
の
も
の
が
独
歩
の
原
文
で
、
下

段
の
も
の
が
、
そ
の
原
文
を
現
代
の
普
通
の
口
語
文
に
書
き
改
め
た

も
の
で
あ
る
。

口
語
文
に
対
し
て
、
こ
の
文
章
の
よ
う
な
文
章
を
文
語
文
と
い
う
。

(12)

前
述
し
た
が
、
独
歩
教
材
に
つ
い
て
は
、
上
段
に
原
文
、
下
段
に
口
語
訳

文
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
意
味
を
確
認
し
て
か
ら
、
原
文
を

読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
原
文
を
読
ん
で
か
ら
意
味
を
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
当
然
な
が
ら
原
文
を
読
み
な
が
ら
意
味
を
確
認
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
多
様
に
活
用
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
学
び
の
主
眼
で
あ
る「
文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い

た
い
の
違
い
を
見
分
け
る
」
こ
と
に
も
活
用
が
可
能
で
あ
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
で
は
文
語
文
と
口
語
文
と
は
何
か
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

口
語
文
は
、
書
か
れ
た
文
章
の
う
ち
で
、
現
代
の
話
し
こ
と
ば
、
も

し
く
は
そ
れ
に
近
い
こ
と
ば
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
語
文
は
、

（20）
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の
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や
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用
言
の
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に
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る
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(10)

単
元
全
体
を
通
し
て
、
こ
の
三
つ
の
目
標
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
古
文
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
点
で
あ
る
。「
だ
い
た
い
の
」「
一
斑
に
」
と
い
っ
た
修
飾
語
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
文
法
事
項
等
の
理
解
に
深
入
り
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

１
は
独
歩
の
短
編
で
は
、
上
段
に
原
文
、
下
段
に
口
語
訳
文
を
配
し
て
い

る
。
原
文
と
口
語
訳
文
を
対
照
し
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
違
い
を
認

識
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
表
記
、
語
、
文
法
等
か
ら
相
違
を
見
分
け
さ
せ
た
い
。

独
歩
の
短
編
以
外
は
口
語
訳
文
は
配
さ
れ
て
い
な
い
。
２
は
注
を
参
照

し
な
が
ら
大
ま
か
な
意
味
を
と
ら
え
さ
せ
る
と
い
う
目
標
で
あ
る
。
読
書

生
活
の
拡
充
の
観
点
か
ら
も
大
ま
か
な
意
味
を
と
ら
え
な
が
ら
文
章
を
読

む
と
い
う
こ
と
は
意
義
の
あ
る
試
み
で
あ
る
。
正
確
に
理
解
し
な
が
ら
読
む

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
大
ま
か
に
読
み
概
要
を
つ
か
み
、
興
味

を
持
っ
た
文
章
に
つ
い
て
は
精
読
し
て
い
く
と
い
う
の
も
読
書
の
一
つ
の
方
法

で
あ
る
。

古
文
学
習
に
お
い
て
は
、
文
法
事
項
の
理
解
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う

批
判
が
多
く
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
３
で
は
、
文
法
事
項
の
学

習
に
つ
い
て
は「
一
斑
に
触
れ
る
」
と
し
て
い
る
。「
理
解
す
る
」
の
で
は
な
く

「
触
れ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
方
で
、
単
元
「
古
文
入
門
」
で
は
音
読
に
関
す
る
項
目
が
確
認
で
き
な

い
。
古
文
学
習
入
門
期
に
お
い
て
、
音
読
は
古
文
に
慣
れ
る
た
め
に
重
要
な

要
素
で
あ
る
。
音
読
を
通
し
て
、
感
覚
的
に
も
口
語
文
と
の
相
違
、
大
ま
か

な
意
味
な
ど
を
「
悟
ら
せ
」
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
音
読
に
つ
い
て
は
自
明
の

こ
と
で
あ
り
、
割
愛
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３

単
元
「
古
文
入
門
」
の
教
材
に
つ
い
て

単
元
「
古
文
入
門
」
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
て
い
る
。

一
、
文
語
文
と
口
語
文

ふ
た
り
の

旅
人
（
国
木
田
独
歩
）

路
傍
の

梅
（
国
木
田
独
歩
）

二
、
用
言
の
活
用

夜
（
土
井
晩
翠
）

三
、
係
り
結
び
と
接
続

木
下
幸
文

平
賀
元
義

加
藤
千
蔭

上
田
秋
成

賀
茂
真
淵

良
寬

本
居
宣
長

橘
曙
覧

野
村
望
東
尼

香
川
景
樹

平
田
篤
胤

大
隈
言
道

四
、
つ
れ
づ
れ
草

吉
田
兼
好

家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
（
第
十
段
）

雪
の
お
も
し
ろ
う
降
り
た
り
し
朝
（
第
三
十
一
段
）

仁
和
寺
に
あ
る
法
師
（
第
五
十
二
段
）

世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と
（
第
七
十
三
段
）

奥
山
に
ね
こ
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
（
第
八
十
九
段
）

あ
る
人
、
弓
射
る
事
を
習
ふ
に
（
第
九
十
二
段
）

相
模
守
時
頼
の
母
は
（
第
百
八
十
四
段
）

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

ア

教
材
数
が
多
い
。

イ

一
、
二
、
三
は
タ
イ
ト
ル
が
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ア

教
材
数
が
多
い
。

一
で
は
二
編
、
二
で
は
一
編
、
三
で
は
十
二
編
、
四
で
は
七
編
と
、
単
元

「
古
文
入
門
」
で
は
二
十
二
編
も
の
教
材
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
古

文
、
文
語
文
に
触
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
親
し
み
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。イ

一
、
二
、
三
は
タ
イ
ト
ル
が
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
タ
イ
ト
ル
は
教
材
名
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。
例
外
は
単
元
「
古
文
入
門
」
の
み
で
あ
る
。

一
で
は「
文
語
文
と
口
語
文
」
、
二
で
は「
用
言
の
活
用
」
、
三
で
は「
係
り
結

び
と
接
続
」
と
学
習
内
容
が
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
学
習
者
は
教
材
を

読
む
の
で
は
な
く
、
教
材
で
学
習
内
容
を
学
ぶ
と
い
う
意
識
が
自
然
と
う

ま
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
、
文
語
文
と
口
語
文

国
木
田
独
歩
の
短
編
「
ふ
た
り
の

旅
人
」「
路
傍
の

梅
」
の
二
編
が
所
収

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は「
詩
想
」
の
中
に
あ
る
作
品
で
あ
る
。「
詩
想
」
は

「
丘
の
白
雲
」「
ふ
た
り
の
旅
客
」「
膄
土
」「
路
傍
の
梅
の
」
四
編
か
ら
な
り
、

二
編
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
詩
想
」
は『
家
庭
雑
誌
』
明
治
三
十
一
年

(11)

（
一
八
九
八
）
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
後
に
作
品
集
『
武
蔵
野
』
（
民
友
社

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

教
材
文
に
続
い
て
、
文
語
文
と
口
語
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

右
に
掲
げ
た
上
下
の
文
章
は
、
上
段
の
も
の
が
独
歩
の
原
文
で
、
下

段
の
も
の
が
、
そ
の
原
文
を
現
代
の
普
通
の
口
語
文
に
書
き
改
め
た

も
の
で
あ
る
。

口
語
文
に
対
し
て
、
こ
の
文
章
の
よ
う
な
文
章
を
文
語
文
と
い
う
。

(12)

前
述
し
た
が
、
独
歩
教
材
に
つ
い
て
は
、
上
段
に
原
文
、
下
段
に
口
語
訳

文
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
意
味
を
確
認
し
て
か
ら
、
原
文
を

読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
原
文
を
読
ん
で
か
ら
意
味
を
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
当
然
な
が
ら
原
文
を
読
み
な
が
ら
意
味
を
確
認
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
多
様
に
活
用
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
学
び
の
主
眼
で
あ
る「
文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い

た
い
の
違
い
を
見
分
け
る
」
こ
と
に
も
活
用
が
可
能
で
あ
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
で
は
文
語
文
と
口
語
文
と
は
何
か
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

口
語
文
は
、
書
か
れ
た
文
章
の
う
ち
で
、
現
代
の
話
し
こ
と
ば
、
も

し
く
は
そ
れ
に
近
い
こ
と
ば
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
語
文
は
、

（21）



現
代
の
話
し
こ
と
ば
に
用
い
ら
れ
な
い
特
別
の
言
い
ま
わ
し
を
用
い
て

書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。

口
語
文
や
現
代
の
話
し
こ
と
ば
に
文
法
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
文

語
文
に
は
文
語
文
と
し
て
の
特
別
の
文
法
が
あ
る
。
文
語
文
の
文
法

は
、
だ
い
た
い
中
古
の
和
歌
や
散
文
の
こ
と
ば
づ
か
い
に
基
準
を
置
い

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
明
治
以
後
の
文
語
文
は
、
そ
の
基
準
を
は
っ
き

り
立
て
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
文
語
文
の
中
に
は
そ
の
時
代
時

代
の
話
し
こ
と
ば
に
影
響
さ
れ
た
り
し
て
、
中
古
の
文
法
に
は
必
ず
し

も
合
致
し
な
い
点
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。

(13)

「
口
語
」「
文
語
」
の
別
は
、
も
と
も
と
、
話
さ
れ
る
こ
と
ばspoken

language

を
「
口
語
」
と
い
う
の
に
対
し
、
書
か
れ
る
こ
と
ばw

ritten
languaeg

を
「
文
語
」
と
い
う
。
現
在
で
は
こ
れ
ら
は「
話
し
こ
と
ば
」「
書

き
こ
と
ば
」
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
口
語
、
文
語
の
別
は
、
口
語
文
、

文
語
文
だ
っ
た
り
、
口
語
体
、
文
語
体
だ
っ
た
り
、
各
々
相
対
立
す
る
言
語

の
体
系
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
口
語
文
が
現
代
の
話
し
こ
と
ば
を
も
と

に
し
た
書
き
こ
と
ば
を
い
い
、
文
語
文
は
前
代
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
ば
で
書

か
れ
た
古
文
の
言
語
体
系
を
さ
し
て
い
う
。

「
文
語
文
の
文
法
は
、
だ
い
た
い
中
古
の
和
歌
や
散
文
の
こ
と
ば
づ
か
い
に

基
準
を
置
い
た
」
と
あ
る
よ
う
に
平
安
時
代
の
物
語
文
学
、
和
歌
は
長
く

日
本
文
語
の
標
準
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
以
後
、
各
時
代
に
そ
れ
を
模
倣

す
る
文
章
が
書
か
れ
る
。
こ
れ
を
擬
古
文
と
い
い
、
単
元
「
古
文
入
門
」
所

収
の「
つ
れ
づ
れ
草
」
も
ま
た
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
国
学
者
ら
の

文
章
も
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、
雅
文
と
も
呼
ば
れ
た
。
文
語
文
法
は
、
そ
の
よ

う
な
伝
統
の
上
で
、
中
古
の
文
法
を
基
礎
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
明
治

の
文
章
は
、
雅
文
の
影
響
も
あ
る
が
、
漢
文
調
の
実
用
文
語
文
の
系
統
で

独
歩
の
文
章
も
こ
れ
に
属
す
る
。
一
方
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
前
後

か
ら
言
文
一
致
運
動
が
起
こ
っ
て
、
文
章
家
が
次
第
に
文
語
文
よ
り
口
語

文
へ
と
移
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
学
作
品
は
、
文

語
が
主
流
が
占
め
て
い
た
。

文
語
文
と
い
う
用
語
は
口
語
文
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
口
語
文
は
口

語
を
基
礎
に
置
き
、
文
法
上
、
文
語
文
と
区
別
さ
れ
る
。
文
語
文
と
は
、

広
く
は
明
治
以
降
の
口
語
文
を
除
い
た
上
代
か
ら
の
文
章
を
全
て
一
括
し

て
含
む
も
の
と
な
る
。
狭
く
は
明
治
以
後
の
口
語
文
に
対
す
る
明
治
以
後

の
文
章
の
み
を
文
語
文
と
し
、
江
戸
以
前
の
文
章
を
古
文
と
い
う
。
明
治

以
後
の
文
語
文
は
明
治
・
大
正
期
に
は
普
通
文
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
柳
田

高
校
国
語
科
教
科
書
で
い
う
文
語
文
と
は
広
く
時
代
を
問
わ
ず
文
語
で

書
か
れ
た
文
章
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

単
元
「
古
文
入
門
」
の
目
標
の
一
つ
に「
文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い
た
い

の
違
い
を
見
分
け
る
」
と
あ
る
が
、
独
歩
教
材
で
は
両
者
の
相
違
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

口
語
文
の
文
法
と
文
語
文
と
の
主
な
相
違
点
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

一

文
語
文
に
は
普
通
の
口
語
文
に
は
用
い
ら
れ
な
い
種
類
の
こ

と
ば
が
用
い
ら
れ
る
。

助

詞

た
と
え
ば
、
希
望
の「
ば
や
」
、
疑
問
の「
や
」
、

「
に
て
」
（
口
語
な
ら
ば「
で
」
）

助
動
詞

た
と
え
ば
、
完
了
の「
ぬ
」「
た
り
」
、
過
去
の「
き

（
き
・
し
・
し
か
）
」「
け
り
」
、
推
量
の「
べ
き
」

「
じ
」
（
助
動
詞
は
活
用
に
注
意
せ
よ
。
）

そ
の
他

た
と
え
ば
、「
い
づ
れ
の
」
（
口
語
な
ら
ば
「
ど

の
」
）
、
さ
れ
ど
（
口
語
な
ら
ば「
し
か
し
」「
け
れ

ど
も
」
な
ど
）
、
あ
な
や
（
口
語
な
ら
ば
「
あ
っ
」

な
ど
）

二

文
語
文
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
に
は
、
普
通
の
口
語
文
に
用

い
ら
れ
る
の
と
同
じ
語
で
も
、
用
法
と
し
て
異
な
る
も
の
が
あ

る
。助

詞

た
と
え
ば
、
接
続
の「
ば
」
（
口
語
で
は「
帰
れ

ば
」「
結
べ
ば
」
が
仮
定
の
条
件
を
表
す
が
、
文

語
で
は「
帰
ら
ば
」「
結
ば
ば
」
が
仮
定
、「
帰
れ

ば
」「
結
べ
ば
」
が
確
定
の
条
件
を
表
す
。
）

ま
た
た
と
え
ば
、「
が
」
（
口
語
で
は「
ひ
と
り
が

つ
ま
づ
い
た
」
の
よ
う
に
主
語
を
示
す
に
用
い
ら

れ
る
が
、
文
語
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に「
が
」

を
用
い
な
い
。
口
語
で
は「
君
の
名
」「
ふ
た
り
の

行
え
」
の
よ
う
に「
の
」
用
い
る
と
こ
ろ
に
、
文
語

で
は「
が
」
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
）

三

文
語
文
に
用
い
ら
れ
る
用
言
の
活
用
の
仕
方
は
、
普
通
の
口

語
文
と
の
異
な
る
。

動

詞

た
と
え
ば
、「
報
ゆ
」
（
終
止
形
、
口
語
で
は「
報

い
る
」
）
、「
終
ふ
る
」
（「
終
ふ
」
の
連
体
、
口
語

で
は「
終
え
る
」
）
、「
あ
り
」
（
終
止
形
、
口
語
で

は「
あ
る
」
）

形
容
詞

た
と
え
ば
、「
深
き
」
（
口
語
で
は「
深
い
」
）
、

「
深
し
」
（
口
語
で
は「
深
い
終
え
る
」
）

四

文
語
文
で
は
、
口
語
文
で
普
通
に
用
い
ら
れ
る
助
詞
が
用
い

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
雪
の
深
い
み
山
」
を
文
語
で
は「
雪
深
き
み
山
」
、

、

「
旅
人
が
ひ
と
り
行
っ
た
」
を
文
語
で
は「
旅
人
ひ
と
り
行
き

、

ぬ
」
、「
雪
は
い
よ
い
よ
深
く
」
を
文
語
で
は「
雪
い
よ
い
よ
深

、

く
」
、「
君
の
名
を
歌
わ
せ
た
い
」
を
文
語
で
は「
君
の
名
歌
は

、

せ
ば
や
」
と
す
る
。

（
た
だ
し
、
右
の
例
で
は
、「
が
」
の
場
合
の
ほ
か
、
助
詞
を
用
い

て
も
破
格
で
は
な
い
。
）

五

文
語
文
に
は
、
普
通
の
口
語
文
に
は
用
い
な
い
呼
応
の
形
式

が
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
い
づ
れ
の
時
か
報
ゆ
べ
き
」
は
疑
問
の
文
で
あ
る

が
、
口
語
で
は
文
の
末
に
用
い
る「
か
」
を
、
文
の
中
に
用
い
、

文
の
末
を
「
べ
き
」
と
い
う
、
助
動
詞
の
連
体
形
で
結
ん
で
い
る
。

文
中
に「
か
」
を
用
い
る
時
、
文
末
を
連
体
形
で
結
ぶ
の
は
、

文
語
文
の
通
則
で
、
こ
の
よ
う
に
、
文
中
に
用
い
た
助
詞
と
、

文
末
の
活
用
形
と
の
間
の
呼
応
関
係
を
、
係
り
結
び
と
と
い

う
。
（
終
止
形
以
外
の
形
で
結
ぶ
係
り
結
び
に
は
、「
か
←
→

連

体
形
」
の
ほ
か
に
、「
や
←
→

連
体
形
」「
ぞ
←
→

連
体
形
」「
な
ん
←

→

連
体
形
」「
こ
そ
←
→

已
然
形
」
が
あ
る
。
）

六

文
語
文
に
は
、
普
通
に
歴
史
的
か
な
づ
か
い
が
用
い
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
動
詞
の
活
用
語
尾
が
ハ
行
の
も
の
―
―
堪
ふ
（
堪

へ
）
、
与
ふ
（
与
へ
）
、
終
ふ
（
終
へ
）
、
言
ふ
（
言
は
・
言
ひ
）
、
歌
ふ

（
歌
は
）
―
―
こ
れ
ら
は
現
代
か
な
づ
か
い
で
は
、
わ
い
う
え
な

ど
を
用
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(14)

文
法
事
項
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
習
者
も
教
員
も

解
説
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
目
を
奪
わ
れ
、
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（22）



現
代
の
話
し
こ
と
ば
に
用
い
ら
れ
な
い
特
別
の
言
い
ま
わ
し
を
用
い
て

書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。

口
語
文
や
現
代
の
話
し
こ
と
ば
に
文
法
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
文

語
文
に
は
文
語
文
と
し
て
の
特
別
の
文
法
が
あ
る
。
文
語
文
の
文
法

は
、
だ
い
た
い
中
古
の
和
歌
や
散
文
の
こ
と
ば
づ
か
い
に
基
準
を
置
い

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
明
治
以
後
の
文
語
文
は
、
そ
の
基
準
を
は
っ
き

り
立
て
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
文
語
文
の
中
に
は
そ
の
時
代
時

代
の
話
し
こ
と
ば
に
影
響
さ
れ
た
り
し
て
、
中
古
の
文
法
に
は
必
ず
し

も
合
致
し
な
い
点
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。

(13)

「
口
語
」「
文
語
」
の
別
は
、
も
と
も
と
、
話
さ
れ
る
こ
と
ばspoken

language

を
「
口
語
」
と
い
う
の
に
対
し
、
書
か
れ
る
こ
と
ばw

ritten
languaeg

を
「
文
語
」
と
い
う
。
現
在
で
は
こ
れ
ら
は「
話
し
こ
と
ば
」「
書

き
こ
と
ば
」
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
口
語
、
文
語
の
別
は
、
口
語
文
、

文
語
文
だ
っ
た
り
、
口
語
体
、
文
語
体
だ
っ
た
り
、
各
々
相
対
立
す
る
言
語

の
体
系
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
口
語
文
が
現
代
の
話
し
こ
と
ば
を
も
と

に
し
た
書
き
こ
と
ば
を
い
い
、
文
語
文
は
前
代
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
ば
で
書

か
れ
た
古
文
の
言
語
体
系
を
さ
し
て
い
う
。

「
文
語
文
の
文
法
は
、
だ
い
た
い
中
古
の
和
歌
や
散
文
の
こ
と
ば
づ
か
い
に

基
準
を
置
い
た
」
と
あ
る
よ
う
に
平
安
時
代
の
物
語
文
学
、
和
歌
は
長
く

日
本
文
語
の
標
準
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
以
後
、
各
時
代
に
そ
れ
を
模
倣

す
る
文
章
が
書
か
れ
る
。
こ
れ
を
擬
古
文
と
い
い
、
単
元
「
古
文
入
門
」
所

収
の「
つ
れ
づ
れ
草
」
も
ま
た
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
国
学
者
ら
の

文
章
も
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、
雅
文
と
も
呼
ば
れ
た
。
文
語
文
法
は
、
そ
の
よ

う
な
伝
統
の
上
で
、
中
古
の
文
法
を
基
礎
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
明
治

の
文
章
は
、
雅
文
の
影
響
も
あ
る
が
、
漢
文
調
の
実
用
文
語
文
の
系
統
で

独
歩
の
文
章
も
こ
れ
に
属
す
る
。
一
方
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
前
後

か
ら
言
文
一
致
運
動
が
起
こ
っ
て
、
文
章
家
が
次
第
に
文
語
文
よ
り
口
語

文
へ
と
移
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
学
作
品
は
、
文

語
が
主
流
が
占
め
て
い
た
。

文
語
文
と
い
う
用
語
は
口
語
文
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
口
語
文
は
口

語
を
基
礎
に
置
き
、
文
法
上
、
文
語
文
と
区
別
さ
れ
る
。
文
語
文
と
は
、

広
く
は
明
治
以
降
の
口
語
文
を
除
い
た
上
代
か
ら
の
文
章
を
全
て
一
括
し

て
含
む
も
の
と
な
る
。
狭
く
は
明
治
以
後
の
口
語
文
に
対
す
る
明
治
以
後

の
文
章
の
み
を
文
語
文
と
し
、
江
戸
以
前
の
文
章
を
古
文
と
い
う
。
明
治

以
後
の
文
語
文
は
明
治
・
大
正
期
に
は
普
通
文
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
柳
田

高
校
国
語
科
教
科
書
で
い
う
文
語
文
と
は
広
く
時
代
を
問
わ
ず
文
語
で

書
か
れ
た
文
章
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

単
元
「
古
文
入
門
」
の
目
標
の
一
つ
に「
文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い
た
い

の
違
い
を
見
分
け
る
」
と
あ
る
が
、
独
歩
教
材
で
は
両
者
の
相
違
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

口
語
文
の
文
法
と
文
語
文
と
の
主
な
相
違
点
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

一

文
語
文
に
は
普
通
の
口
語
文
に
は
用
い
ら
れ
な
い
種
類
の
こ

と
ば
が
用
い
ら
れ
る
。

助

詞

た
と
え
ば
、
希
望
の「
ば
や
」
、
疑
問
の「
や
」
、

「
に
て
」
（
口
語
な
ら
ば「
で
」
）

助
動
詞

た
と
え
ば
、
完
了
の「
ぬ
」「
た
り
」
、
過
去
の「
き

（
き
・
し
・
し
か
）
」「
け
り
」
、
推
量
の「
べ
き
」

「
じ
」
（
助
動
詞
は
活
用
に
注
意
せ
よ
。
）

そ
の
他

た
と
え
ば
、「
い
づ
れ
の
」
（
口
語
な
ら
ば
「
ど

の
」
）
、
さ
れ
ど
（
口
語
な
ら
ば「
し
か
し
」「
け
れ

ど
も
」
な
ど
）
、
あ
な
や
（
口
語
な
ら
ば
「
あ
っ
」

な
ど
）

二

文
語
文
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
に
は
、
普
通
の
口
語
文
に
用

い
ら
れ
る
の
と
同
じ
語
で
も
、
用
法
と
し
て
異
な
る
も
の
が
あ

る
。助

詞

た
と
え
ば
、
接
続
の「
ば
」
（
口
語
で
は「
帰
れ

ば
」「
結
べ
ば
」
が
仮
定
の
条
件
を
表
す
が
、
文

語
で
は「
帰
ら
ば
」「
結
ば
ば
」
が
仮
定
、「
帰
れ

ば
」「
結
べ
ば
」
が
確
定
の
条
件
を
表
す
。
）

ま
た
た
と
え
ば
、「
が
」
（
口
語
で
は「
ひ
と
り
が

つ
ま
づ
い
た
」
の
よ
う
に
主
語
を
示
す
に
用
い
ら

れ
る
が
、
文
語
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に「
が
」

を
用
い
な
い
。
口
語
で
は「
君
の
名
」「
ふ
た
り
の

行
え
」
の
よ
う
に「
の
」
用
い
る
と
こ
ろ
に
、
文
語

で
は「
が
」
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
）

三

文
語
文
に
用
い
ら
れ
る
用
言
の
活
用
の
仕
方
は
、
普
通
の
口

語
文
と
の
異
な
る
。

動

詞

た
と
え
ば
、「
報
ゆ
」
（
終
止
形
、
口
語
で
は「
報

い
る
」
）
、「
終
ふ
る
」
（「
終
ふ
」
の
連
体
、
口
語

で
は「
終
え
る
」
）
、「
あ
り
」
（
終
止
形
、
口
語
で

は「
あ
る
」
）

形
容
詞

た
と
え
ば
、「
深
き
」
（
口
語
で
は「
深
い
」
）
、

「
深
し
」
（
口
語
で
は「
深
い
終
え
る
」
）

四

文
語
文
で
は
、
口
語
文
で
普
通
に
用
い
ら
れ
る
助
詞
が
用
い

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
雪
の
深
い
み
山
」
を
文
語
で
は「
雪
深
き
み
山
」
、

、

「
旅
人
が
ひ
と
り
行
っ
た
」
を
文
語
で
は「
旅
人
ひ
と
り
行
き

、

ぬ
」
、「
雪
は
い
よ
い
よ
深
く
」
を
文
語
で
は「
雪
い
よ
い
よ
深

、

く
」
、「
君
の
名
を
歌
わ
せ
た
い
」
を
文
語
で
は「
君
の
名
歌
は

、

せ
ば
や
」
と
す
る
。

（
た
だ
し
、
右
の
例
で
は
、「
が
」
の
場
合
の
ほ
か
、
助
詞
を
用
い

て
も
破
格
で
は
な
い
。
）

五

文
語
文
に
は
、
普
通
の
口
語
文
に
は
用
い
な
い
呼
応
の
形
式

が
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
い
づ
れ
の
時
か
報
ゆ
べ
き
」
は
疑
問
の
文
で
あ
る

が
、
口
語
で
は
文
の
末
に
用
い
る「
か
」
を
、
文
の
中
に
用
い
、

文
の
末
を
「
べ
き
」
と
い
う
、
助
動
詞
の
連
体
形
で
結
ん
で
い
る
。

文
中
に「
か
」
を
用
い
る
時
、
文
末
を
連
体
形
で
結
ぶ
の
は
、

文
語
文
の
通
則
で
、
こ
の
よ
う
に
、
文
中
に
用
い
た
助
詞
と
、

文
末
の
活
用
形
と
の
間
の
呼
応
関
係
を
、
係
り
結
び
と
と
い

う
。
（
終
止
形
以
外
の
形
で
結
ぶ
係
り
結
び
に
は
、「
か
←
→

連

体
形
」
の
ほ
か
に
、「
や
←
→

連
体
形
」「
ぞ
←
→

連
体
形
」「
な
ん
←

→

連
体
形
」「
こ
そ
←
→

已
然
形
」
が
あ
る
。
）

六

文
語
文
に
は
、
普
通
に
歴
史
的
か
な
づ
か
い
が
用
い
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
動
詞
の
活
用
語
尾
が
ハ
行
の
も
の
―
―
堪
ふ
（
堪

へ
）
、
与
ふ
（
与
へ
）
、
終
ふ
（
終
へ
）
、
言
ふ
（
言
は
・
言
ひ
）
、
歌
ふ

（
歌
は
）
―
―
こ
れ
ら
は
現
代
か
な
づ
か
い
で
は
、
わ
い
う
え
な

ど
を
用
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(14)

文
法
事
項
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
習
者
も
教
員
も

解
説
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
目
を
奪
わ
れ
、
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（23）



と
い
う
意
識
が
強
く
な
る
の
で
あ
る
。「
単
元
設
定
の
理
由
」
に
は「
文
語
文

と
口
語
文
と
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
（
中
略
）
悟
ら
せ
」
と
あ
り
、
単

元
目
標
に
も
「
文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い
た
い
の
違
い
を
見
分
け
る
」
と

あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
深
入
り
し
て
そ
の
相
違
点
を
抽
出
す
る
必
要
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
深
入
り
は
せ
ず
、
口
語
文
と
の
相
違
が
あ
る
程
度
で
こ
の
解
説

文
を
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
後
の
教
材
と
な
る「
用
言
の
活
用
」
、「
係
り
結
び
と
接
続
」
の

際
に
再
度
独
歩
教
材
と
解
説
文
に
触
れ
な
が
ら
、
学
習
し
て
い
く
と
い
う

方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
解
説
文
の
教
材
末
直
後
の「
問
題
」
に
は「
こ
の
ほ
か
に
、
現
代
か
な

づ
か
い
と
異
な
る
点
を
、
独
歩
の
文
章
の
中
で
指
摘
せ
よ
。
」
と
あ
り
、
歴
史

(15)

的
か
な
づ
か
い
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
習
熟
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
こ
れ
は
、
原
文
を
音
読
す
る
際
に
、
必
要
不
可
欠
な
知
識
で
あ
り
、

こ
こ
で
習
得
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
古
文
学
習
を
展
開
す
る
上
で
重
要
な

も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

二
、
用
言
の
活
用

土
井
晩
翠
の
詩
「
夜
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
詩
集
『
曙
光
』
（
金

港
堂
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
）
の
中
に
あ
る
作
品
で
あ
る
。

「
一
つ
の
―
千
万
の
」
、「
隠
れ
さ
り
―
現
は
る
る
」
、「
近
き
―
遠
き
」
、

「
小
さ
き
―
お
ほ
い
な
る
」
な
ど
の
対
句
が
見
ら
れ
る
。
漢
詩
か
ら
の
影
響

が
顕
著
で
あ
る
。

晩
翠
の
詩
の
直
前
に
次
の
よ
う
な
リ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
語
文
に
用
い
ら
れ
る
用
言
の
活
用
の
仕
方
を
学
習
す
る
資
料
と

し
て
次
の
詩
を
あ
げ
る
。

(16)

晩
翠
の
詩
を
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
、「
用
言
の
活
用
」
と
い
う
学
習
内
容

が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
学
習
者
も
教
員
も
何
を
学
ぶ
の
か
、
し

っ
か
り
と
意
識
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

教
材
の
最
後
に
あ
る「
問
題
」
も
こ
の
リ
ー
ド
文
と
呼
応
し
て
い
る
。

一

こ
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
の
連

体
形
を
取
り
出
し
、
口
語
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

二

巻
末
の
付
録
を
利
用
し
て
、
こ
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
用
言
の
終

止
形
を
示
せ
。

(17)

三
、
係
り
結
び
と
接
続

近
世
和
歌
十
二
首
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
の
編
集
方
針
の
一
つ
に「
古
典
の
教
材
は
、

室
町
以
前
を
少
な
く
、
以
後
を
多
く
す
る
」
が
あ
る
。
柳
田
高
校
国
語
科

(18)

教
科
書
に
は
他
の
国
語
科
教
科
書
に
比
し
、
近
世
の
作
品
が
多
い
の
も
特

徴
で
あ
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
本
文
、
及
び
着
目
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

尚
、
教
科
書
本
文
に
は
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
等
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
今
後
の
解

説
の
便
宜
を
図
る
た
め
附
す
こ
と
と
す
る
。

⑴
ま
す
ら
を
の

を
の
こ
さ
び
す
と

う
ち
あ
げ
て

泣
か
ぬ

心
ぞ

ま
こ
と

悲
し
き

木
下
幸
文

◆
「
ぞ
」
の
係
り
に
注
意
せ
よ
。

⑵
梅
の

花

窓
に

映
り
て

お
も
し
ろ
き

こ
よ
ひ
の

月
夜

君
を
こ
そ

思
へ

平
賀
元
義

◆
「
こ
そ
」
の
係
り
に
注
意
せ
よ
。

⑶
す
み
だ
川

み
の

着
て

く
だ
す

い
か
だ
師
に

か
す
む

あ
し
た
の

雨
を
こ
そ

知
れ

加
藤
千
蔭

◆
「
知
れ
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑷
庵
原
の

清
美
が
崎
に

朝

晴
れ
て

富
士
は

秋
こ
そ

見
る
べ
か
り
け
れ

上
田
秋
成

⑸
鎌
倉
の

よ
る
の

山
お
ろ
し

寒
け
れ
ば

み
な
の
せ
川
に

千
鳥

鳴
く
な
り

賀
茂
真
淵

◆
「
寒
け
れ
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑹
む
ら
ぎ
も
の

心

た
の
し
も

春
の

日
に

鳥
の

む
ら
が
り

あ
そ
ぶ
を

見
れ
ば

良
寬

◆
「
見
れ
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑺
し
き
し
ま
の

や
ま
と
心
を

人

問
は
ば

朝
日
に

に
ほ
ふ

山
ざ
く
ら
花

本
居
宣
長

◆
「
問
は
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑻
人
臭
き

人
に

聞
か
す
る

歌
な
ら
ず

鬼
の

夜

ふ
け
て

来
ば

告
げ
も

せ
ん

橘
曙
覧

◆
「
来
ば
」
と
「
来
れ
ば
」
と
の
差
違
に
注
意
せ
よ
。

⑼
ひ
と
た
び
は

野
分
の

風
の

は
ら
は
ず
に

清
く
は

な
ら
じ

秋
の

大
空

野
村
望
東
尼

◆
「
は
ら
は
ず
ば
」
と
「
は
ら
は
ね
ば
」
と
の
差
違
に
注
意
せ
よ
。

⑽
う
づ
み
火
の

ほ
か
に

心
は

な
け
れ
ど
も

む
か
へ
ば

見
ゆ
る

し
ら
と
り
の

山

香
川
景
樹

◆
「
な
け
れ
ど
も
」
と
「
む
か
へ
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑾
生
れ
い
で
し

身
は

低
け
れ
ど

学
び
に
は

千
万
人
の

上
に

立
た
な
ん

平
田
篤
胤

◆
「
低
け
れ
ど
」
と
「
低
く
と
も
」
と
を
比
較
せ
よ
。

⑿
い
か
ば
か
り

ふ
り
た
て
ぬ
と
も

か
た
つ
む
り

角

お
そ
ろ
し
と

人
の

見
ま
し
や

大
隈
言
道

◆
「
ふ
り
た
て
ぬ
と
も
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。「
ぬ
」
は
完
了
の
助

動
詞(19)

近
世
和
歌
十
二
首
の
直
前
に
次
の
よ
う
な
リ
ー
ド
文
が
あ
る
。

文
語
文
の
係
り
結
び
と
接
続
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
と
し
て
、

次
に
近
世
和
歌
の
例
を
あ
げ
る
。

(20)

例
に
あ
げ
ら
れ
た
近
世
和
歌
は
、
そ
の
解
釈
を
主
と
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
「
文
語
文
の
係
り
結
び
と
接
続
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
」
と

い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

⑴
～
⑷
は
係
り
結
び
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
と
う
い
こ
と
に
な
る
。
⑵

～
⑷
は「
こ
そ
」
の
係
り
に
関
係
の
あ
る
和
歌
が
並
ん
で
い
る
。「
こ
そ
←
→

已

然
形
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑸
～
⑿
は
接
続
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑸
⑹
は「
已
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
確
定
条
件
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

⑺
は「
未
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

⑻
⑼
は「
已
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
確
定
条
件
と
の
差
異
を
検
討
す
る

着
目
事
項
が
附
さ
れ
て
い
る
。

⑽
は「
な
け
れ
ど
も
」
と
い
う
「
已
然
形
＋
ど
も
」
の
逆
接
の
確
定
条
件
と

「
む
か
へ
ば
」
と
い
う
「
已
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
確
定
条
件
を
比
較
さ
せ
る

（24）



と
い
う
意
識
が
強
く
な
る
の
で
あ
る
。「
単
元
設
定
の
理
由
」
に
は「
文
語
文

と
口
語
文
と
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
（
中
略
）
悟
ら
せ
」
と
あ
り
、
単

元
目
標
に
も
「
文
語
文
と
口
語
文
と
の
だ
い
た
い
の
違
い
を
見
分
け
る
」
と

あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
深
入
り
し
て
そ
の
相
違
点
を
抽
出
す
る
必
要
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
深
入
り
は
せ
ず
、
口
語
文
と
の
相
違
が
あ
る
程
度
で
こ
の
解
説

文
を
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
後
の
教
材
と
な
る「
用
言
の
活
用
」
、「
係
り
結
び
と
接
続
」
の

際
に
再
度
独
歩
教
材
と
解
説
文
に
触
れ
な
が
ら
、
学
習
し
て
い
く
と
い
う

方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
解
説
文
の
教
材
末
直
後
の「
問
題
」
に
は「
こ
の
ほ
か
に
、
現
代
か
な

づ
か
い
と
異
な
る
点
を
、
独
歩
の
文
章
の
中
で
指
摘
せ
よ
。
」
と
あ
り
、
歴
史

(15)

的
か
な
づ
か
い
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
習
熟
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
こ
れ
は
、
原
文
を
音
読
す
る
際
に
、
必
要
不
可
欠
な
知
識
で
あ
り
、

こ
こ
で
習
得
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
古
文
学
習
を
展
開
す
る
上
で
重
要
な

も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

二
、
用
言
の
活
用

土
井
晩
翠
の
詩
「
夜
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
詩
集
『
曙
光
』
（
金

港
堂
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
）
の
中
に
あ
る
作
品
で
あ
る
。

「
一
つ
の
―
千
万
の
」
、「
隠
れ
さ
り
―
現
は
る
る
」
、「
近
き
―
遠
き
」
、

「
小
さ
き
―
お
ほ
い
な
る
」
な
ど
の
対
句
が
見
ら
れ
る
。
漢
詩
か
ら
の
影
響

が
顕
著
で
あ
る
。

晩
翠
の
詩
の
直
前
に
次
の
よ
う
な
リ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
語
文
に
用
い
ら
れ
る
用
言
の
活
用
の
仕
方
を
学
習
す
る
資
料
と

し
て
次
の
詩
を
あ
げ
る
。

(16)

晩
翠
の
詩
を
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
、「
用
言
の
活
用
」
と
い
う
学
習
内
容

が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
学
習
者
も
教
員
も
何
を
学
ぶ
の
か
、
し

っ
か
り
と
意
識
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

教
材
の
最
後
に
あ
る「
問
題
」
も
こ
の
リ
ー
ド
文
と
呼
応
し
て
い
る
。

一

こ
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
の
連

体
形
を
取
り
出
し
、
口
語
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

二

巻
末
の
付
録
を
利
用
し
て
、
こ
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
用
言
の
終

止
形
を
示
せ
。

(17)

三
、
係
り
結
び
と
接
続

近
世
和
歌
十
二
首
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
の
編
集
方
針
の
一
つ
に「
古
典
の
教
材
は
、

室
町
以
前
を
少
な
く
、
以
後
を
多
く
す
る
」
が
あ
る
。
柳
田
高
校
国
語
科

(18)

教
科
書
に
は
他
の
国
語
科
教
科
書
に
比
し
、
近
世
の
作
品
が
多
い
の
も
特

徴
で
あ
る
。

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
本
文
、
及
び
着
目
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

尚
、
教
科
書
本
文
に
は
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
等
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
今
後
の
解

説
の
便
宜
を
図
る
た
め
附
す
こ
と
と
す
る
。

⑴
ま
す
ら
を
の

を
の
こ
さ
び
す
と

う
ち
あ
げ
て

泣
か
ぬ

心
ぞ

ま
こ
と

悲
し
き

木
下
幸
文

◆
「
ぞ
」
の
係
り
に
注
意
せ
よ
。

⑵
梅
の

花

窓
に

映
り
て

お
も
し
ろ
き

こ
よ
ひ
の

月
夜

君
を
こ
そ

思
へ

平
賀
元
義

◆
「
こ
そ
」
の
係
り
に
注
意
せ
よ
。

⑶
す
み
だ
川

み
の

着
て

く
だ
す

い
か
だ
師
に

か
す
む

あ
し
た
の

雨
を
こ
そ

知
れ

加
藤
千
蔭

◆
「
知
れ
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑷
庵
原
の

清
美
が
崎
に

朝

晴
れ
て

富
士
は

秋
こ
そ

見
る
べ
か
り
け
れ

上
田
秋
成

⑸
鎌
倉
の

よ
る
の

山
お
ろ
し

寒
け
れ
ば

み
な
の
せ
川
に

千
鳥

鳴
く
な
り

賀
茂
真
淵

◆
「
寒
け
れ
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑹
む
ら
ぎ
も
の

心

た
の
し
も

春
の

日
に

鳥
の

む
ら
が
り

あ
そ
ぶ
を

見
れ
ば

良
寬

◆
「
見
れ
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑺
し
き
し
ま
の

や
ま
と
心
を

人

問
は
ば

朝
日
に

に
ほ
ふ

山
ざ
く
ら
花

本
居
宣
長

◆
「
問
は
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑻
人
臭
き

人
に

聞
か
す
る

歌
な
ら
ず

鬼
の

夜

ふ
け
て

来
ば

告
げ
も

せ
ん

橘
曙
覧

◆
「
来
ば
」
と
「
来
れ
ば
」
と
の
差
違
に
注
意
せ
よ
。

⑼
ひ
と
た
び
は

野
分
の

風
の

は
ら
は
ず
に

清
く
は

な
ら
じ

秋
の

大
空

野
村
望
東
尼

◆
「
は
ら
は
ず
ば
」
と
「
は
ら
は
ね
ば
」
と
の
差
違
に
注
意
せ
よ
。

⑽
う
づ
み
火
の

ほ
か
に

心
は

な
け
れ
ど
も

む
か
へ
ば

見
ゆ
る

し
ら
と
り
の

山

香
川
景
樹

◆
「
な
け
れ
ど
も
」
と
「
む
か
へ
ば
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。

⑾
生
れ
い
で
し

身
は

低
け
れ
ど

学
び
に
は

千
万
人
の

上
に

立
た
な
ん

平
田
篤
胤

◆
「
低
け
れ
ど
」
と
「
低
く
と
も
」
と
を
比
較
せ
よ
。

⑿
い
か
ば
か
り

ふ
り
た
て
ぬ
と
も

か
た
つ
む
り

角

お
そ
ろ
し
と

人
の

見
ま
し
や

大
隈
言
道

◆
「
ふ
り
た
て
ぬ
と
も
」
の
意
味
に
注
意
せ
よ
。「
ぬ
」
は
完
了
の
助

動
詞(19)

近
世
和
歌
十
二
首
の
直
前
に
次
の
よ
う
な
リ
ー
ド
文
が
あ
る
。

文
語
文
の
係
り
結
び
と
接
続
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
と
し
て
、

次
に
近
世
和
歌
の
例
を
あ
げ
る
。

(20)

例
に
あ
げ
ら
れ
た
近
世
和
歌
は
、
そ
の
解
釈
を
主
と
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
「
文
語
文
の
係
り
結
び
と
接
続
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
」
と

い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

⑴
～
⑷
は
係
り
結
び
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
と
う
い
こ
と
に
な
る
。
⑵

～
⑷
は「
こ
そ
」
の
係
り
に
関
係
の
あ
る
和
歌
が
並
ん
で
い
る
。「
こ
そ
←
→

已

然
形
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑸
～
⑿
は
接
続
に
つ
い
て
学
習
す
る
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑸
⑹
は「
已
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
確
定
条
件
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

⑺
は「
未
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

⑻
⑼
は「
已
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
確
定
条
件
と
の
差
異
を
検
討
す
る

着
目
事
項
が
附
さ
れ
て
い
る
。

⑽
は「
な
け
れ
ど
も
」
と
い
う
「
已
然
形
＋
ど
も
」
の
逆
接
の
確
定
条
件
と

「
む
か
へ
ば
」
と
い
う
「
已
然
形
＋
ば
」
の
順
接
の
確
定
条
件
を
比
較
さ
せ
る

（25）



も
の
で
あ
る
。

⑾
は「
已
然
形
＋
ど
」
の
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
も
の
で
、「
形
容
詞

型
連
用
形
く
＋
と
も
」
の
逆
接
の
仮
定
条
件
と
の
差
異
を
検
討
す
る
着
目

事
項
が
附
さ
れ
て
い
る
。

⑿
は「
終
止
形
＋
と
も
」
の
逆
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
係
り
結
び
か
ら
接
続
へ
と
系
統
的
に
習
熟
し
や
す
い
配
列

に
並
ん
で
い
る
。

ま
た
、
丁
寧
な
注
が
附
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
ば
そ
の
も
の
が
現
代
と
近
い

も
の
が
あ
り
大
ま
か
に
意
味
が
解
さ
れ
る
和
歌
が
並
ん
で
い
る
。

四
、
つ
れ
づ
れ
草

吉
田
兼
好

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
で
は
、「
つ
れ
づ
れ
草
」
よ
り
前
述
の
通
り
七

段
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

本
文
の
直
前
に
は
リ
ー
ド
文
に「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
解
題
が
記
さ
れ
て
い

る
。

「
つ
れ
づ
れ
草
」
は
上
下
二
巻
か
ら
な
る
随
筆
集
で
、
鎌
倉
時
代
末

期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
作
者
吉
田
兼
好
〔
一
二
二
八
―
一

三
五
〇
〕
は
本
姓
卜
部
で
あ
る
が
、
吉
田
神
社
の
社
務
職
の
家
が
ら

で
、
か
つ
京
都
の
吉
田
に
住
ん
だ
の
で
、
吉
田
と
い
わ
れ
た
。
歌
人
・
有

職
故
実
家
と
し
て
も
名
高
く
、
後
宇
多
天
皇
に
仕
え
た
が
、
後
年
、

出
家
し
て
兼
好
と
称
し
、
京
都
の
雙
が
岡
に
住
ん
だ
。「
つ
れ
づ
れ
草
」

は
作
者
兼
好
の
簡
素
・
孤
独
・
閑
寂
・
風
雅
の
境
地
を
愛
し
た
人
が
ら

を
反
映
し
た
個
性
豊
か
な
文
章
や
、
条
理
整
然
た
る
思
想
的
内
容
の

も
の
が
多
く
、
後
世
多
く
の
人
々
に
愛
読
さ
れ
、
ま
た
影
響
す
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
ほ
か
に
家
集
「
兼
好
法
師
集
」
が

あ
る
。

(21)

所
収
さ
れ
て
い
る
段
は
い
ず
れ
も
「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
中
で
は
定
番
教
材

と
し
て
、
現
代
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
柳
田
は「
つ
れ

づ
れ
草
」
の
採
録
に
関
し
て
は
難
色
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
杉
本
仁

は『
柳
田
国
男
と
学
校
教
育
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
典
に
関
し
て
は
、
各
教
科
書
の
出
典
が
大
学
受
験
に
も
対
応
し

や
す
い『
源
氏
物
語
』
、『
枕
草
子
』
、『
徒
然
草
』
、『
奥
の
細
道
』
な
ど

著
名
な
文
学
作
品
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
採
択
箇
所
に
さ
え
固
定
化

さ
れ
て
い
た
風
潮
に
柳
田
は
強
く
反
対
し
、『
奥
の
細
道
』『
徒
然
草
』

は
絶
対
に
入
れ
る
な
と
厳
命
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
会
社
側
や
他
の

編
集
委
員
と
摩
擦
を
生
じ
、
結
果
的
に
古
典
作
品
に「
つ
れ
づ
れ
草
」

（
一
年
上
巻
）
や
「
源
氏
物
語
」
（
二
年
下
巻
）
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、

柳
田
の
主
張
が
後
退
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
現
場
の
教
師
の
要
望
も

み
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
圧
力
に
柳
田
が
屈
し
た
た
め
で
あ
る

が
、「
つ
れ
づ
れ
草
」
は
古
典
文
法
の
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
、「
源
氏

物
語
」
に
は
み
ず
か
ら
が
選
ん
だ「
宇
治
十
帖
（
橋
姫
）
」
を
入
れ
る
な

ど
、
な
し
く
ず
し
的
に
妥
協
す
る
こ
と
は
避
け
た
の
で
あ
る
。

(22)

「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
内
容
よ
り
も
文
語
文
法
の
学
び
を
重
視
し
て
い
る
と

す
る
。
教
材
文
の
直
後
に「
問
題
」
が
あ
る
。「
問
題
」
か
ら
、
柳
田
高
校
国

語
科
教
科
書
に
お
け
る「
つ
れ
づ
れ
草
」
で
の
学
び
を
確
認
す
る
。

一

各
の
文
章
を
通
読
し
て
、
話
の
あ
ら
筋
が
理
解
で
き
る
か
。

二

意
味
の
と
り
に
く
い
と
こ
ろ
を
抜
き
出
し
て
、
調
べ
て
み
よ
。

三

「
係
り
結
び
」
の
例
を
あ
げ
よ
。

四

次
の
文
を
品
詞
に
分
け
よ
。

１

と
び
ゐ
さ
せ
じ
と
て
な
は
を
張
ら
れ
た
り
け
る
を

２

仰
せ
ら
る
る
こ
と
聞
き
い
る
べ
き
か
は

３

か
ち
よ
り
ま
う
で
け
り

４

筆
に
も
書
き
と
ど
め
ぬ
れ
ば
や
が
て
ま
た
定
ま
り
ぬ

５

主
を
知
り
て
飛
び
つ
き
た
り
け
る
と
ぞ

６

お
ろ
そ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や

７

そ
の
男
尼
が
細
工
に
よ
も
ま
さ
り
は
べ
ら
じ
。

(23)

一
で
は
あ
ら
す
じ
を
、
二
で
は
意
味
の
確
認
を
求
め
る
設
問
で
あ
る
。
あ

ら
す
じ
を
つ
か
む
た
め
の
意
味
の
確
認
と
も
と
れ
る
し
、
あ
ら
す
じ
を
つ
か

ん
だ
上
で
深
い
内
容
理
解
の
た
め
の
意
味
の
確
認
と
も
と
れ
る
。
教
員
の
裁

量
に
よ
っ
て
二
の
位
置
づ
け
が
変
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
は
、
前
教
材
の
復
習
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
最
初

の
段
で
あ
る「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」
（
第
十
段
）
の
脚
注
に
は「
注
意
す
べ

き
係
り
結
び
」
が
例
示
さ
れ
て
お
り
、
他
の
六
段
に
つ
い
て
も
同
様
に
示
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

四
は
品
詞
に
分
け
る
設
問
で
あ
る
。
本
文
で
は
、「
と
び

ゐ
さ
せ
じ
と

て

な
は
を

張
ら
れ
た
り
け
る
を
」
の
よ
う
に
分
か
ち
書
き
で
示
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
設
問
で
は
分
か
ち
書
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
品
詞
に
分
け

よ
」
と
い
う
設
問
で
あ
る
が
、
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
答
え
を
求
め
る
か
は
、
こ
れ

も
教
員
の
裁
量
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
語
文
法
に
関
す
る
設
問
が
、「
問
題
」
の
後
半
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

内
容
よ
り
も
文
法
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
柳
田
高
校
国
語
教
科
書
に
お
け
る「
古
文
入
門
」
に
関
す
る
単

元
の
構
成
を
提
示
し
、
そ
の
特
徴
、
教
材
、
学
習
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
文
語
文
と
口
語
文
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
用
言
の
活
用
、
係
り
結
び
、
接
続
に
つ
い
て
の
知
識
を
お
お
よ
そ

理
解
さ
せ
、
古
文
を
自
力
で
読
む
第
一
歩
が
こ
の
単
元
に
あ
た
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。

次
の
単
元
「
紀
行
」
に
お
い
て「
江
漢
西
遊
日
記
」
、「
東
遊
雑
記
」
を
学

ぶ
こ
と
で
、
古
文
に
慣
れ
、
徐
々
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
計

画
を
立
て
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
次
の
単
元
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
連
続
性
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
学
び
を
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
な
る
。

「
単
元
「
古
文
入
門
」
の
教
材
に
つ
い
て
」
の
項
で
は
各
教
材
に
つ
い
て
の
詳

述
は
避
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
の
取
り
扱
い
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
教

材
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
詳
述
し
、
そ
れ
が
学
習
内
容
と
ど
れ
ほ
ど
適
合

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
通
り
、
柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
で
は
、
古
文
に
つ
い
て
計
画

的
に
単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
古
文
に
関
す
る
他
の
単
元
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
も
述
べ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
を
ベ
ー
ス
に
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

（26）



も
の
で
あ
る
。

⑾
は「
已
然
形
＋
ど
」
の
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
も
の
で
、「
形
容
詞

型
連
用
形
く
＋
と
も
」
の
逆
接
の
仮
定
条
件
と
の
差
異
を
検
討
す
る
着
目

事
項
が
附
さ
れ
て
い
る
。

⑿
は「
終
止
形
＋
と
も
」
の
逆
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
係
り
結
び
か
ら
接
続
へ
と
系
統
的
に
習
熟
し
や
す
い
配
列

に
並
ん
で
い
る
。

ま
た
、
丁
寧
な
注
が
附
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
ば
そ
の
も
の
が
現
代
と
近
い

も
の
が
あ
り
大
ま
か
に
意
味
が
解
さ
れ
る
和
歌
が
並
ん
で
い
る
。

四
、
つ
れ
づ
れ
草

吉
田
兼
好

柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
で
は
、「
つ
れ
づ
れ
草
」
よ
り
前
述
の
通
り
七

段
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

本
文
の
直
前
に
は
リ
ー
ド
文
に「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
解
題
が
記
さ
れ
て
い

る
。

「
つ
れ
づ
れ
草
」
は
上
下
二
巻
か
ら
な
る
随
筆
集
で
、
鎌
倉
時
代
末

期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
作
者
吉
田
兼
好
〔
一
二
二
八
―
一

三
五
〇
〕
は
本
姓
卜
部
で
あ
る
が
、
吉
田
神
社
の
社
務
職
の
家
が
ら

で
、
か
つ
京
都
の
吉
田
に
住
ん
だ
の
で
、
吉
田
と
い
わ
れ
た
。
歌
人
・
有

職
故
実
家
と
し
て
も
名
高
く
、
後
宇
多
天
皇
に
仕
え
た
が
、
後
年
、

出
家
し
て
兼
好
と
称
し
、
京
都
の
雙
が
岡
に
住
ん
だ
。「
つ
れ
づ
れ
草
」

は
作
者
兼
好
の
簡
素
・
孤
独
・
閑
寂
・
風
雅
の
境
地
を
愛
し
た
人
が
ら

を
反
映
し
た
個
性
豊
か
な
文
章
や
、
条
理
整
然
た
る
思
想
的
内
容
の

も
の
が
多
く
、
後
世
多
く
の
人
々
に
愛
読
さ
れ
、
ま
た
影
響
す
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
ほ
か
に
家
集
「
兼
好
法
師
集
」
が

あ
る
。

(21)

所
収
さ
れ
て
い
る
段
は
い
ず
れ
も
「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
中
で
は
定
番
教
材

と
し
て
、
現
代
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
柳
田
は「
つ
れ

づ
れ
草
」
の
採
録
に
関
し
て
は
難
色
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
杉
本
仁

は『
柳
田
国
男
と
学
校
教
育
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
典
に
関
し
て
は
、
各
教
科
書
の
出
典
が
大
学
受
験
に
も
対
応
し

や
す
い『
源
氏
物
語
』
、『
枕
草
子
』
、『
徒
然
草
』
、『
奥
の
細
道
』
な
ど

著
名
な
文
学
作
品
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
採
択
箇
所
に
さ
え
固
定
化

さ
れ
て
い
た
風
潮
に
柳
田
は
強
く
反
対
し
、『
奥
の
細
道
』『
徒
然
草
』

は
絶
対
に
入
れ
る
な
と
厳
命
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
会
社
側
や
他
の

編
集
委
員
と
摩
擦
を
生
じ
、
結
果
的
に
古
典
作
品
に「
つ
れ
づ
れ
草
」

（
一
年
上
巻
）
や
「
源
氏
物
語
」
（
二
年
下
巻
）
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、

柳
田
の
主
張
が
後
退
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
現
場
の
教
師
の
要
望
も

み
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
圧
力
に
柳
田
が
屈
し
た
た
め
で
あ
る

が
、「
つ
れ
づ
れ
草
」
は
古
典
文
法
の
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
、「
源
氏

物
語
」
に
は
み
ず
か
ら
が
選
ん
だ「
宇
治
十
帖
（
橋
姫
）
」
を
入
れ
る
な

ど
、
な
し
く
ず
し
的
に
妥
協
す
る
こ
と
は
避
け
た
の
で
あ
る
。

(22)

「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
内
容
よ
り
も
文
語
文
法
の
学
び
を
重
視
し
て
い
る
と

す
る
。
教
材
文
の
直
後
に「
問
題
」
が
あ
る
。「
問
題
」
か
ら
、
柳
田
高
校
国

語
科
教
科
書
に
お
け
る「
つ
れ
づ
れ
草
」
で
の
学
び
を
確
認
す
る
。

一

各
の
文
章
を
通
読
し
て
、
話
の
あ
ら
筋
が
理
解
で
き
る
か
。

二

意
味
の
と
り
に
く
い
と
こ
ろ
を
抜
き
出
し
て
、
調
べ
て
み
よ
。

三

「
係
り
結
び
」
の
例
を
あ
げ
よ
。

四

次
の
文
を
品
詞
に
分
け
よ
。

１

と
び
ゐ
さ
せ
じ
と
て
な
は
を
張
ら
れ
た
り
け
る
を

２

仰
せ
ら
る
る
こ
と
聞
き
い
る
べ
き
か
は

３

か
ち
よ
り
ま
う
で
け
り

４

筆
に
も
書
き
と
ど
め
ぬ
れ
ば
や
が
て
ま
た
定
ま
り
ぬ

５

主
を
知
り
て
飛
び
つ
き
た
り
け
る
と
ぞ

６

お
ろ
そ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や

７

そ
の
男
尼
が
細
工
に
よ
も
ま
さ
り
は
べ
ら
じ
。

(23)

一
で
は
あ
ら
す
じ
を
、
二
で
は
意
味
の
確
認
を
求
め
る
設
問
で
あ
る
。
あ

ら
す
じ
を
つ
か
む
た
め
の
意
味
の
確
認
と
も
と
れ
る
し
、
あ
ら
す
じ
を
つ
か

ん
だ
上
で
深
い
内
容
理
解
の
た
め
の
意
味
の
確
認
と
も
と
れ
る
。
教
員
の
裁

量
に
よ
っ
て
二
の
位
置
づ
け
が
変
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
は
、
前
教
材
の
復
習
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。「
つ
れ
づ
れ
草
」
の
最
初

の
段
で
あ
る「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」
（
第
十
段
）
の
脚
注
に
は「
注
意
す
べ

き
係
り
結
び
」
が
例
示
さ
れ
て
お
り
、
他
の
六
段
に
つ
い
て
も
同
様
に
示
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

四
は
品
詞
に
分
け
る
設
問
で
あ
る
。
本
文
で
は
、「
と
び

ゐ
さ
せ
じ
と

て

な
は
を

張
ら
れ
た
り
け
る
を
」
の
よ
う
に
分
か
ち
書
き
で
示
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
設
問
で
は
分
か
ち
書
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
品
詞
に
分
け

よ
」
と
い
う
設
問
で
あ
る
が
、
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
答
え
を
求
め
る
か
は
、
こ
れ

も
教
員
の
裁
量
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
語
文
法
に
関
す
る
設
問
が
、「
問
題
」
の
後
半
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

内
容
よ
り
も
文
法
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
柳
田
高
校
国
語
教
科
書
に
お
け
る「
古
文
入
門
」
に
関
す
る
単

元
の
構
成
を
提
示
し
、
そ
の
特
徴
、
教
材
、
学
習
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
文
語
文
と
口
語
文
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
用
言
の
活
用
、
係
り
結
び
、
接
続
に
つ
い
て
の
知
識
を
お
お
よ
そ

理
解
さ
せ
、
古
文
を
自
力
で
読
む
第
一
歩
が
こ
の
単
元
に
あ
た
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。

次
の
単
元
「
紀
行
」
に
お
い
て「
江
漢
西
遊
日
記
」
、「
東
遊
雑
記
」
を
学

ぶ
こ
と
で
、
古
文
に
慣
れ
、
徐
々
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
計

画
を
立
て
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
次
の
単
元
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
連
続
性
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
学
び
を
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
な
る
。

「
単
元
「
古
文
入
門
」
の
教
材
に
つ
い
て
」
の
項
で
は
各
教
材
に
つ
い
て
の
詳

述
は
避
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
の
取
り
扱
い
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
教

材
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
詳
述
し
、
そ
れ
が
学
習
内
容
と
ど
れ
ほ
ど
適
合

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
通
り
、
柳
田
高
校
国
語
科
教
科
書
で
は
、
古
文
に
つ
い
て
計
画

的
に
単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
古
文
に
関
す
る
他
の
単
元
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
も
述
べ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
を
ベ
ー
ス
に
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

（27）



（
注
）

井
上
敏
雄
『
国
語
教
育
史
資
料
』
（
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

東

(1)
京
法
令
出
版
）

「
教
材
「
浅
春
随
筆
」
考
」
（『
釧
路
論
集
』
第
三
十
九
号

北
海
道
教
育

(2)
大
学
釧
路
校

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
一
月

一
～
一
三
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(1)

学
編
）
第
五
十
九
巻
第
一
号

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
八
月

一
～

一
六
頁

「
教
材
「
大
蛇
・
小
蛇
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
号

北
海
道
教
育

(1)

大
学
釧
路
校

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
一
月

一
～
一
一
頁

「
教
材
「
大
蛇
・
小
蛇
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科
学

(2)

編
）
第
五
十
九
巻
第
二
号

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
二
月

一
～

一
六
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(2)

学
編
）
第
六
十
巻
第
一
号

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
八
月

一
～

一
六
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
一
号

北
海
道

(3)

教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
二
月

一
～
一
一

頁
「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(4)

学
編
）
第
六
十
巻
第
二
号

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二
月

一
～

一
四
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
論
集
７
』
北
海
道
教
育
大

学
釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月

六
～
三
五
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(5)

学
編
）
第
六
十
一
巻
第
一
号

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月

一

～
一
五
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
二
号

北
海

(1)

道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
二
月

一
～
一

四
頁「

教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(6)

学
編
）
第
六
十
一
巻
第
二
号

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
二
月

一

～
一
六
頁

「
「
浅
春
随
筆
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
論
集
８
』
北
海
道
教
育
大
学
釧
路

校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月

一
九
七

～
二
二
七
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(7)

学
編
）
第
六
十
二
巻
第
一
号

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
八
月

一

～
一
四
頁

「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
三
号

北

(1)

海
道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
二
）
十
二
月

一
～

一
四
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(8)

学
編
）
第
六
十
二
巻
第
二
号

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
二
月

一

～
一
三
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(2)

学
編
）
第
六
十
三
巻
第
一
号

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
八
月

九

～
二
一
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(3)

学
編
）
第
六
十
三
巻
第
二
号

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
二
月

一

～
一
六
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大
学

(4)

10

釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月

七

九
～
九
七
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
五
号

北
海

(5)

道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
二
月

一
～
九

頁
「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教

(2)

育
科
学
編
）
第
六
十
四
巻
第
二
号

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
二
月

一
～
一
五
頁

「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大

(3)

11

学
釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
三
月

六
七
～
七
六
頁

「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
六
号

北

(4)

海
道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
二
月

一
～

一
〇
頁

「

教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大

（5）

13

学
釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
三
月

一
四
～
三
〇
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」
釧
路
論
集
』
第
四
十
八
号

北
海
道
教
育
大
学
釧

(1)

路
校

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
二
月

二
九
～
三
八
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
語
学
文
学
』
第
五
十
五
号

語
学
文
學
会

平
成

(2)

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
二
月

二
三
～
三
二
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
国
語
論
叢
』
第
八
号

さ
い
た
ま
国
語
教
育
学
会

(3)

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月

一
～
一
三
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
国
語
科

(4)

15

教
育
研
究
室

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月

二
七
～
三
六
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
語
学
文
学
』
第
五
十
八
号

語
学
文
学
会

令
和

(6)

元
年
（
二
〇
一
九
）
十
二
月

二
七
～
三
六
頁

「
柳
田
国
男
監
修
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る「
記
録
」
（

）

(3)

1

―
単
元
「
生
活
と
記
録
」
を
中
心
に
」
（『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大
学

18

釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月

一
～
一

三
頁
）

「
柳
田
国
男
監
修
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
単
元
「
小
説
」

(4)
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
国
語
探
究
』
第
二
号

国
語
探
究
研
究
会

令
和
五
年

（
二
〇
二
三
）
三
月

一
～
一
一
頁
）

「
国
語
」
研
究
会
『
「
国
語
」
学
習
指
導
の
研
究

高
等
学
校
一
年
全
』
昭

(5)
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
一
月

東
京
書
籍

注
⑸

七
四
頁

(6)

注
⑸

七
四
頁

(7)

注
⑸

七
四
頁

(8)

注
⑸

七
四
～
七
五
頁

(9)

注
⑸

七
五
頁

(10)

「
社
会
の
地
盤
を
改
革
し
て
、
和
楽
光
明
な
る
家
庭
を
作
ら
し
め
ん
と
す

(11)
る
」
た
め
の
婦
女
子
の
啓
蒙
教
養
雑
誌
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
九

月
十
五
日
創
刊
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
八
月
十
五
日
第
百
十
九

号
で
廃
刊
。
発
行
所
名
は
家
庭
雑
誌
社
と
あ
る
が
、
民
友
社
内
の
一
部
局

で
、
徳
富
蘇
峰
の
創
刊
で
あ
る
。
は
じ
め
は
月
刊
、
第
十
三
号
か
ら
月
二
回

刊
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
九
月
以
降
、
第
一
〇
八
号
か
ら
月
刊
に
も

ど
る
。「
社
説
」「
論
説
」「
科
学
」「
史
談
」「
時
事
一
斑
」「
文
芸
」「
絵
画
」

「
家
政
」
欄
等
か
ら
な
り
家
事
育
児
ら
実
用
記
事
も
み
ら
れ
る
。
文
芸
欄
に

は
徳
富
蘇
峰
、
宮
崎
湖
処
子
、
山
路
愛
山
、
嵯
峨
の
屋
お
室
ら
お
も
に
民

友
社
系
の
人
の
名
が
み
ら
れ
る
。
小
説
は
お
も
に
付
録
に
掲
載
さ
れ
福
地

桜
痴
、
江
見
水
蔭
、
森
田
思
軒
、
小
金
井
喜
美
子
、
佐
佐
木
信
綱
、
太
田

玉
茗
、
徳
冨
蘆
花
ら
が
筆
を
と
っ
て
い
る
が
、
国
木
田
独
歩
の『
鹿
狩
』
（
明

治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
八
月
）
な
ど
の
ほ
か
注
目
す
べ
き
作
品
は
す
く

な
い
。
文
芸
的
に
は
大
き
い
役
割
は
な
か
っ
た
が
、「
国
民
之
友
」
の
姉
妹
誌

的
役
割
を
果
た
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。

西
田
長
寿
「
家
庭
雑
誌
」
（『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
）

本
多
浩
「
家
庭
雑
誌
」
（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
講
談
社
）

柳
田
国
男
監
修
『
国
語

高
等
学
校
一
年
上
』
（
東
京
書
籍

昭
和
二

(12)
十
九
年
（
一
九
五
四
）
九
月

一
〇
七
頁
）

注
⑿

一
〇
七
頁

(13)

注
⑿

一
〇
七
～
一
〇
九
頁

(14)

（28）



（
注
）

井
上
敏
雄
『
国
語
教
育
史
資
料
』
（
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

東

(1)
京
法
令
出
版
）

「
教
材
「
浅
春
随
筆
」
考
」
（『
釧
路
論
集
』
第
三
十
九
号

北
海
道
教
育

(2)
大
学
釧
路
校

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
一
月

一
～
一
三
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(1)

学
編
）
第
五
十
九
巻
第
一
号

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
八
月

一
～

一
六
頁

「
教
材
「
大
蛇
・
小
蛇
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
号

北
海
道
教
育

(1)

大
学
釧
路
校

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
一
月

一
～
一
一
頁

「
教
材
「
大
蛇
・
小
蛇
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科
学

(2)

編
）
第
五
十
九
巻
第
二
号

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
二
月

一
～

一
六
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(2)

学
編
）
第
六
十
巻
第
一
号

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
八
月

一
～

一
六
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
一
号

北
海
道

(3)

教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
二
月

一
～
一
一

頁
「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(4)

学
編
）
第
六
十
巻
第
二
号

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二
月

一
～

一
四
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
論
集
７
』
北
海
道
教
育
大

学
釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月

六
～
三
五
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(5)

学
編
）
第
六
十
一
巻
第
一
号

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月

一

～
一
五
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
二
号

北
海

(1)

道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
二
月

一
～
一

四
頁「

教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(6)

学
編
）
第
六
十
一
巻
第
二
号

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
二
月

一

～
一
六
頁

「
「
浅
春
随
筆
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
論
集
８
』
北
海
道
教
育
大
学
釧
路

校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月

一
九
七

～
二
二
七
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(7)

学
編
）
第
六
十
二
巻
第
一
号

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
八
月

一

～
一
四
頁

「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
三
号

北

(1)

海
道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
二
）
十
二
月

一
～

一
四
頁

「
教
材
「
ろ
く
を
さ
ば
く
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(8)

学
編
）
第
六
十
二
巻
第
二
号

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
二
月

一

～
一
三
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(2)

学
編
）
第
六
十
三
巻
第
一
号

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
八
月

九

～
二
一
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教
育
科

(3)

学
編
）
第
六
十
三
巻
第
二
号

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
二
月

一

～
一
六
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大
学

(4)

10

釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月

七

九
～
九
七
頁

「
教
材
「
地
図
を
い
ろ
ど
る
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
五
号

北
海

(5)

道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
二
月

一
～
九

頁
「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
（
教

(2)

育
科
学
編
）
第
六
十
四
巻
第
二
号

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
二
月

一
～
一
五
頁

「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大

(3)

11

学
釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
三
月

六
七
～
七
六
頁

「
教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
釧
路
論
集
』
第
四
十
六
号

北

(4)

海
道
教
育
大
学
釧
路
校

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
二
月

一
～

一
〇
頁

「

教
材
「
か
み
な
り
さ
ま
談
義
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大

（5）

13

学
釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
三
月

一
四
～
三
〇
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」
釧
路
論
集
』
第
四
十
八
号

北
海
道
教
育
大
学
釧

(1)

路
校

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
二
月

二
九
～
三
八
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
語
学
文
学
』
第
五
十
五
号

語
学
文
學
会

平
成

(2)

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
二
月

二
三
～
三
二
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
国
語
論
叢
』
第
八
号

さ
い
た
ま
国
語
教
育
学
会

(3)

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月

一
～
一
三
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
国
語
科

(4)

15

教
育
研
究
室

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月

二
七
～
三
六
頁

「
教
材
「
紙
」
考

」『
語
学
文
学
』
第
五
十
八
号

語
学
文
学
会

令
和

(6)

元
年
（
二
〇
一
九
）
十
二
月

二
七
～
三
六
頁

「
柳
田
国
男
監
修
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る「
記
録
」
（

）

(3)

1

―
単
元
「
生
活
と
記
録
」
を
中
心
に
」
（『
国
語
論
集

』
北
海
道
教
育
大
学

18

釧
路
校
国
語
科
教
育
研
究
室

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月

一
～
一

三
頁
）

「
柳
田
国
男
監
修
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
単
元
「
小
説
」

(4)
を
め
ぐ
っ
て
」
（『
国
語
探
究
』
第
二
号

国
語
探
究
研
究
会

令
和
五
年

（
二
〇
二
三
）
三
月

一
～
一
一
頁
）

「
国
語
」
研
究
会
『
「
国
語
」
学
習
指
導
の
研
究

高
等
学
校
一
年
全
』
昭

(5)
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
一
月

東
京
書
籍

注
⑸

七
四
頁

(6)

注
⑸

七
四
頁

(7)

注
⑸

七
四
頁

(8)

注
⑸

七
四
～
七
五
頁

(9)

注
⑸

七
五
頁

(10)

「
社
会
の
地
盤
を
改
革
し
て
、
和
楽
光
明
な
る
家
庭
を
作
ら
し
め
ん
と
す

(11)
る
」
た
め
の
婦
女
子
の
啓
蒙
教
養
雑
誌
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
九

月
十
五
日
創
刊
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
八
月
十
五
日
第
百
十
九

号
で
廃
刊
。
発
行
所
名
は
家
庭
雑
誌
社
と
あ
る
が
、
民
友
社
内
の
一
部
局

で
、
徳
富
蘇
峰
の
創
刊
で
あ
る
。
は
じ
め
は
月
刊
、
第
十
三
号
か
ら
月
二
回

刊
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
九
月
以
降
、
第
一
〇
八
号
か
ら
月
刊
に
も

ど
る
。「
社
説
」「
論
説
」「
科
学
」「
史
談
」「
時
事
一
斑
」「
文
芸
」「
絵
画
」

「
家
政
」
欄
等
か
ら
な
り
家
事
育
児
ら
実
用
記
事
も
み
ら
れ
る
。
文
芸
欄
に

は
徳
富
蘇
峰
、
宮
崎
湖
処
子
、
山
路
愛
山
、
嵯
峨
の
屋
お
室
ら
お
も
に
民

友
社
系
の
人
の
名
が
み
ら
れ
る
。
小
説
は
お
も
に
付
録
に
掲
載
さ
れ
福
地

桜
痴
、
江
見
水
蔭
、
森
田
思
軒
、
小
金
井
喜
美
子
、
佐
佐
木
信
綱
、
太
田

玉
茗
、
徳
冨
蘆
花
ら
が
筆
を
と
っ
て
い
る
が
、
国
木
田
独
歩
の『
鹿
狩
』
（
明

治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
八
月
）
な
ど
の
ほ
か
注
目
す
べ
き
作
品
は
す
く

な
い
。
文
芸
的
に
は
大
き
い
役
割
は
な
か
っ
た
が
、「
国
民
之
友
」
の
姉
妹
誌

的
役
割
を
果
た
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。

西
田
長
寿
「
家
庭
雑
誌
」
（『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
）

本
多
浩
「
家
庭
雑
誌
」
（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
講
談
社
）

柳
田
国
男
監
修
『
国
語

高
等
学
校
一
年
上
』
（
東
京
書
籍

昭
和
二

(12)
十
九
年
（
一
九
五
四
）
九
月

一
〇
七
頁
）

注
⑿

一
〇
七
頁

(13)

注
⑿

一
〇
七
～
一
〇
九
頁

(14)

（29）



注
⑿

一
〇
九
頁

(15)

注
⑿

一
一
〇
頁

(16)

注
⑿

一
一
一
頁

(17)

東
京
書
籍
株
式
会
社
社
史
編
集
委
員
会
『
近
代
教
科
書
の
変
遷

東

(18)
京
書
籍
五
十
年
史
』
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

四
五
八
頁

注
⑿

一
一
一
～
一
一
五
頁

(19)

注
⑿

一
一
一
頁

(20)

注
⑿

一
一
五
頁

(21)

杉
本
仁
『
柳
田
国
男
と
学
校
教
育

教
科
書
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
（
梟

(22)
社

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
一
月

二
八
二
～
二
八
三
頁

注
⑿

一
二
一
頁

(23)附
記

本
稿
は
、
科
研
費
（
１
９
Ｋ
０
２
７
３
５
、
２
１
Ｋ
０
２
４
２

８
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
は
、
佐
野
比
呂
己
が
全
体
を
構
想
し
、
佐
野
理
美
が
そ
れ
を
補

助
し
た
も
の
で
あ
る
。（

さ
の
ひ
ろ
み
／
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
教
授
）

（
さ
の
さ
と
み
／
北
海
道
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
）

（30）


